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カ
ン
ト
の
感
情
に
つ
い
て

－
一
「
道
徳
性
」
の
意
味
内
容
l
i

大

塚

恵

一

　
カ
ン
ト
が
道
徳
的
に
命
ぜ
ら
れ
た
も
の
か
否
か
の
決
定
的
規
準
を
、
そ
れ
が
生
の
膚
触
的
諸
傾
向
に
順
位
の
上
で
優
っ
て
み
る
の
み
で

な
く
、
内
容
の
上
か
ら
も
そ
れ
ら
と
醤
寄
し
て
み
る
か
ど
う
か
と
い
ふ
黙
に
求
め
、
入
閥
は
そ
の
本
性
や
素
質
に
よ
つ
て
、
又
そ
の
感
情

や
傾
向
性
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
が
如
何
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
は
甥
に
し
て
、
道
徳
を
實
現
す
る
様
に
定
め
ら
れ
て
み
る
と
考
へ
る

學
読
を
悉
く
噺
罪
し
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
『
道
徳
形
而
上
學
療
論
』
や
『
賢
蹉
理
姓
批
判
』
の
所
説
か
ら
一
髪
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
か
く
カ
ン
ト
の
倫
理
學
或
ひ
は
倫
理
観
を
規
定
し
切
っ
て
了
ふ
こ
と
は
、
纏
り
に
も
鞍
壷
を
曲
り
過
ぎ
て
み
な
い
で
あ
ら
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

か
。
吾
々
は
こ
れ
ら
の
書
に
於
け
る
主
題
が
、
あ
く
ま
で
「
實
蹉
理
性
は
如
何
な
る
役
罰
を
果
す
の
か
」
と
い
ふ
こ
と
の
解
明
に
あ
る
と

い
ふ
こ
と
を
、
も
っ
と
強
く
認
識
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
今
少
し
眼
を
展
げ
れ
ば
、
こ
の
分
野
に
於
け
る
感
情
性

或
ひ
は
人
間
の
構
感
的
測
爾
に
つ
い
て
の
カ
ン
ト
の
書
ひ
分
を
聞
く
こ
と
が
出
疑
る
の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
。
以
下
カ
ン
ト
の
説
く
農

由
論
が
、
果
し
て
地
上
の
（
感
性
を
も
所
有
し
そ
の
限
り
有
限
な
）
人
間
と
青
磁
的
に
整
合
す
る
の
か
と
い
ふ
疑
問
を
基
底
に
持
っ
て
、

感
情
性
の
概
念
に
照
明
を
嘗
て
て
以
っ
て
カ
ン
ト
倫
理
の
墓
本
構
造
を
明
ら
か
に
し
て
見
度
い
。

醐
　
所
謂
批
到
前
期
の
考
へ



　
　
　
一
七
六
三
年
に
書
か
れ
た
『
負
量
の
導
入
』
…
『
純
粋
理
性
批
判
』
第
一
版
は
一
七
八
一
年
－
一
に
於
い
て
、
カ
ン
ト
は
自
然
哲
學
上

　
　
の
マ
イ
ナ
ス
の
概
念
と
鮫
如
（
ζ
き
σ
q
色
）
の
概
念
と
の
連
蘭
の
上
に
、
道
徳
上
の
閥
題
に
つ
い
て
次
の
様
な
こ
と
を
蓮
べ
て
る
る
。

　
　
　
“
不
徳
（
d
簿
瓢
σ
q
。
匿
）
は
箪
純
に
否
定
で
は
な
い
。
そ
れ
は
マ
イ
ナ
ス
の
徳
（
ヨ
窪
溶
血
話
琴
σ
q
9
裁
く
¢
導
）
で
あ
る
。
何
故
な
ら
不
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
は
人
が
そ
れ
に
逆
ら
っ
て
行
爲
し
て
み
る
内
的
法
則
が
あ
る
限
り
に
於
い
て
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
。
こ
の
内
的
法
則
は
善
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゼ
ロ

　
　
　
行
爲
の
プ
ラ
ス
の
根
捺
で
あ
っ
て
、
從
っ
て
こ
の
根
擦
か
ら
の
蹄
結
は
◎
で
あ
り
得
る
。
…
…
そ
れ
は
軍
な
る
敏
如
で
は
な
い
。
こ
の

　
　
　
こ
と
は
作
爲
の
失
敗
に
は
あ
て
は
ま
る
が
、
不
作
爲
の
失
敗
に
は
あ
て
は
ま
ら
な
い
と
考
へ
て
は
な
ら
な
い
。
非
理
性
的
動
物
は
如
何

　
　
　
な
る
徳
も
費
蔑
し
な
い
。
然
し
こ
の
不
作
爲
は
不
徳
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
内
的
法
則
に
逆
ら
ふ
如
何
な
る
行
爲
も
そ
こ
に
は
な
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
　
ら
。
動
物
は
内
的
道
徳
的
感
情
に
よ
っ
て
導
か
れ
て
行
駕
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
”
　
（
詩
調
筆
者
）

　
　
こ
れ
を
見
る
と
、
善
き
行
爲
の
源
泉
と
晃
面
し
て
み
る
内
的
法
門
と
、
道
徳
的
感
猜
と
が
同
一
親
さ
れ
て
る
る
様
で
、
甚
だ
曖
昧
な
の
で
あ

　
　
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
吾
々
は
唯
道
徳
的
感
情
と
い
ふ
も
の
が
不
規
定
撃
茎
ら
も
蓮
べ
ら
れ
て
る
る
と
い
ふ
こ
と
に
長
窪
し
て
置
か
う
。

　
　
　
こ
の
論
文
に
響
い
て
翌
一
七
六
四
年
に
は
、
感
情
を
主
な
る
テ
…
マ
と
す
る
『
美
と
崇
高
の
感
興
性
に
算
す
る
考
察
』
一
以
下
『
考

　
　
察
』
と
記
る
す
一
が
製
表
さ
れ
る
。
こ
の
論
文
は
後
の
『
判
断
力
批
判
』
（
一
七
九
〇
年
）
と
評
説
す
る
も
の
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ

　
　
譲
1

　
　
る
が
、
こ
の
著
作
の
第
二
論
文
に
兇
え
る
“
眞
の
穂
は
唯
根
本
原
蜷
の
上
に
の
み
接
が
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
…
…
こ
の
根
本
原
則
は
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
・
、
・
、
　
　
（
2
）

　
　
辮
童
謡
的
規
則
で
は
な
く
、
各
人
の
胸
の
中
に
生
き
、
同
上
と
か
迎
合
性
よ
り
は
よ
り
粘
く
ひ
ろ
が
っ
て
み
る
感
情
性
の
意
識
で
あ
る
”

　
　
（
傍
馳
筆
者
）
と
い
ふ
言
葉
は
、
こ
の
著
の
主
調
音
を
な
す
と
言
へ
よ
う
。
“
減
益
の
本
性
の
美
と
品
位
に
封
ず
る
内
面
的
な
深
い
感
猜
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
及
び
こ
の
感
塑
性
の
上
に
そ
の
全
署
爲
を
驕
係
づ
け
る
心
情
の
持
ち
方
と
強
さ
”
　
の
大
切
な
こ
と
を
論
じ
、
“
私
は
人
間
性
の
美
と
晶
位

　
　
と
の
感
情
性
と
書
へ
ば
凡
て
を
総
括
し
た
も
の
と
信
ず
る
。
…
…
そ
し
て
人
の
心
の
中
に
こ
の
感
情
性
が
最
高
度
に
完
成
し
た
場
合
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
こ
れ
に
自
分
の
特
殊
な
傾
向
性
を
從
鷹
さ
せ
て
、
か
く
し
て
始
め
て
吾
々
の
善
き
衝
動
は
釣
り
合
ひ
を
と
っ
て
適
用
さ
れ
徳
の
美
で
あ
る

　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
高
貴
な
結
樽
作
法
を
實
現
す
る
こ
と
が
出
來
る
”
（
門
戸
筆
者
）
と
説
か
れ
る
。
こ
の
場
合
で
も
、
矢
張
り
曖
昧
な
と
こ
ろ
が
な
い
で
は
な

臓　
　
　
　
　
カ
ン
ト
の
感
情
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
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五
ぬ
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

い
。
例
へ
ば
感
情
へ
の
傾
向
性
の
從
厩
を
漸
く
が
如
き
は
、
後
年
傾
向
性
離
ち
〃
自
己
の
内
な
る
愚
罠
”
と
し
て
の
感
情
の
諸
行
爲
に
封

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

し
て
、
〃
自
己
支
配
（
諺
募
。
寄
事
げ
）
”
を
確
立
す
る
根
擦
が
客
槻
的
．
道
徳
法
幣
で
あ
る
と
言
ふ
こ
と
と
異
な
る
様
で
あ
る
。
然
し
こ
の
思

　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
識
2

想
が
や
が
て
更
に
熟
し
て
、
か
の
奪
敬
の
感
情
の
思
想
に
結
集
し
、
主
槻
内
の
行
爲
へ
の
バ
ネ
と
し
て
の
動
機
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

行
く
こ
と
を
考
へ
る
な
ら
ば
、
カ
ン
ト
の
思
考
の
跡
も
し
く
は
そ
の
構
造
要
素
と
し
て
、
醤
平
し
得
る
も
の
を
も
っ
と
書
へ
よ
う
。

　
更
に
吾
々
は
、
　
一
七
六
九
年
よ
り
早
く
は
な
く
一
七
七
〇
年
よ
り
逓
く
は
な
く
書
か
れ
た
と
考
へ
ら
れ
る
『
図
o
h
δ
甑
。
浮
窪
』
の
中
で
、

次
の
様
な
も
の
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

　
〃
悟
性
は
特
殊
を
普
遍
の
下
に
秩
序
づ
け
、
自
ら
は
普
遍
的
諸
關
係
に
蘭
駕
す
る
。
然
し
こ
の
様
な
仕
方
は
吾
々
に
何
か
絶
封
的
な
も

　
の
（
喜
び
の
様
な
も
の
）
を
與
へ
る
こ
と
は
出
酷
な
い
。
と
い
ふ
の
は
道
徳
的
喜
び
と
い
ふ
様
な
も
の
は
、
夫
自
身
關
係
に
閥
平
し
な

　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
、
・
・
、
、
、
、
、
、
、
、
・
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
・
・
、
・
・
、
・
（
7
）
　
　
　
　
　
　
　
院
3

　
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
道
徳
的
喜
び
の
爲
に
特
甥
の
原
理
鄭
ち
道
徳
的
感
魔
を
探
求
す
る
理
由
で
あ
る
。
”
　
写
・
＄
8
（
傍
難
筆
者
）

此
の
直
後
部
ち
一
七
七
〇
年
に
は
、
就
職
論
文
『
可
感
界
と
可
想
界
の
形
式
と
原
理
に
つ
い
て
　
　
（
U
o
　
讐
⊆
君
長
。
。
o
諺
等
嘉
・
・
纂
ρ
ζ
o

ぎ
ε
＝
お
皆
婆
。
。
8
万
感
9
0
酔
嘆
ご
。
鱈
一
一
ω
）
』
が
畿
表
さ
れ
る
。
所
謂
批
判
前
期
と
批
判
期
と
の
暴
言
に
益
し
て
常
に
問
題
に
さ
れ
る
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

論
文
は
、
少
く
と
も
可
感
界
の
叙
述
に
つ
い
て
は
十
年
後
の
『
純
粋
理
牲
批
鋼
』
の
精
紳
と
違
は
ぬ
思
想
を
提
示
す
る
。

　
か
く
し
て
確
か
に
『
道
徳
形
而
上
學
原
論
』
や
『
賢
践
理
性
批
判
』
あ
た
り
で
は
、
道
徳
感
箆
を
基
本
と
し
中
心
と
す
る
シ
ヤ
フ
ツ
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

り
一
や
ハ
チ
ス
ン
流
の
イ
ギ
リ
ス
啓
蒙
期
の
道
徳
哲
學
に
は
唯
否
定
的
態
度
を
と
る
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
根
底
に
な
る
べ
き
様
な
「
感

性
的
な
る
も
の
隔
に
つ
い
て
の
カ
ン
ト
の
考
へ
方
は
、
以
上
に
引
用
し
た
諸
箇
所
に
於
け
る
如
く
批
鋼
期
と
蓮
絡
を
持
ち
つ
＼
既
に
充
分

考
へ
ら
れ
て
る
た
と
書
っ
て
過
雷
で
な
い
で
あ
ら
う
。
イ
ギ
リ
ス
の
〉
．
美
醜
。
巴
。
教
授
が
“
カ
ン
ト
が
そ
の
道
徳
論
に
於
い
て
三
重
姓

に
全
然
絵
地
を
残
さ
ず
、
人
間
の
情
緒
的
側
面
を
全
く
無
親
し
た
の
は
、
彼
が
初
期
の
倫
理
階
上
の
著
作
に
於
い
て
そ
の
重
黙
を
道
徳
的

行
爲
に
於
け
る
情
緒
の
影
響
と
い
ふ
こ
と
に
置
い
て
了
っ
て
み
た
か
ら
に
外
な
ら
ぬ
”
と
書
つ
た
の
は
、
吾
々
に
極
め
て
教
訓
的
な
も
の

で
あ
る
。
吾
々
は
成
熟
期
に
カ
ン
ト
が
選
ん
だ
叙
景
の
膿
系
的
形
式
に
と
ら
は
れ
る
こ
と
な
く
、
形
成
期
に
あ
っ
て
は
む
し
ろ
超
論
理
的
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な
性
格
を
持
つ
諸
々
の
欲
求
や
衝
動
が
彼
の
思
考
に
於
い
て
支
配
的
地
位
を
占
め
、
そ
れ
が
完
成
期
に
も
引
き
縫
が
れ
て
る
る
こ
と
に
、

充
分
注
意
を
携
ふ
必
要
が
あ
る
と
書
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
註
圭
　
カ
ン
ト
は
叙
述
に
先
立
っ
て
〃
哲
學
奢
の
暦
と
言
ふ
よ
り
は
概
察
者
の
目
で
眺
め
る
”
（
一
．
〉
σ
幹
）
　
と
言
っ
て
み
る
が
、
確
か
に
論
理
的
に

　
　
　
　
整
理
さ
れ
た
學
術
的
な
も
の
で
な
い
け
れ
ど
、
然
し
、
K
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
が
彼
の
惣
學
史
の
中
で
雷
ふ
直
接
の
経
駄
か
ら
材
料
を
採
っ
て
輕

　
　
　
　
く
書
い
た
も
の
と
い
ふ
以
上
の
意
味
を
膿
系
内
に
持
つ
と
思
は
れ
る
。

　
　
譲
2
　
こ
の
「
熟
し
て
行
く
偏
と
い
ふ
こ
と
を
知
る
爲
に
一
七
七
一
年
六
月
、
一
七
七
二
年
十
二
月
、
一
七
七
三
年
末
の
M
・
ヘ
ル
ツ
宛
の
書
簡
が

　
　
　
　
示
唆
深
い
。
そ
こ
で
は
門
感
性
及
び
悟
性
の
限
界
」
と
い
ふ
標
題
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
新
し
い
著
作
の
計
叢
が
語
ら
れ
る
。
例
へ
ば
一
七
七

　
　
　
　
二
年
の
書
簡
で
は
〃
感
構
・
趣
味
及
び
判
断
力
の
諸
原
理
並
び
に
こ
れ
ら
の
も
の
の
作
用
に
よ
っ
て
生
じ
た
快
・
美
及
び
善
を
も
、
私
と
し
て

　
　
　
　
は
．
可
成
り
満
足
の
行
く
ま
で
考
察
し
て
見
た
の
は
既
に
ず
っ
と
以
前
の
こ
と
で
す
”
と
逡
べ
ら
れ
て
る
る
。
こ
の
豫
告
せ
ら
れ
た
著
作
は
雷
ふ

　
　
　
　
ま
で
も
な
く
後
に
三
つ
の
批
判
書
と
な
っ
て
實
を
結
ぶ
も
の
で
あ
る
。

　
　
註
3
　
關
遽
す
る
も
の
と
し
て
は
他
に

　
　
　
　
〃
道
徳
的
感
捲
の
教
論
は
、
如
何
に
あ
る
も
の
が
是
認
さ
れ
他
の
も
の
が
否
認
さ
れ
る
か
、
父
あ
る
も
の
が
爲
さ
れ
あ
る
も
の
が
排
除
さ
れ
る

　
　
　
　
か
と
い
ふ
こ
と
に
封
ず
る
客
擬
的
に
蔓
漏
す
る
第
一
原
理
設
立
の
試
み
と
い
ふ
よ
り
は
、
行
爲
の
あ
る
種
の
型
に
吾
々
が
輿
へ
る
是
認
の
現
象

　
　
　
　
を
読
明
す
る
一
つ
の
蝦
設
で
あ
る
。
”
2
い
①
①
ゆ
箇
〉
冠
・
1
｝
農
σ
q
・
Q
。
6
年
警
窪
×
一
途
Q
。
・
＝
9

　
　
　
　
　
又
思
索
充
費
の
過
程
を
示
す
も
の
と
し
て
、

　
　
　
　
〃
是
認
、
否
認
に
つ
い
て
の
道
徳
的
判
断
は
悟
性
に
よ
っ
て
出
帯
す
る
。
悦
樂
と
か
嫌
悪
と
か
に
つ
い
て
の
道
徳
的
感
銘
は
道
徳
性
に
封
ず
る

　
　
　
　
感
情
に
よ
っ
て
出
講
す
る
。
け
れ
ど
も
道
徳
的
宝
算
が
感
情
の
中
よ
り
教
生
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
感
辮
が
覇
噺
の
中
に
生
起
す
る
の
で

　
　
　
　
あ
る
。
道
徳
性
に
封
ず
る
凡
て
の
感
輔
は
軸
性
に
よ
る
道
徳
的
判
断
を
前
提
す
る
。
”
　
2
肘
・
①
蕊
9
ω
・
一
丸
・

　
　
（
i
）
　
く
∩
話
二
6
7
焦
舞
⇔
ご
6
鐙
臥
山
山
。
憎
一
ざ
σ
q
櫛
瓜
く
。
鵠
O
塊
。
，
ゆ
窪
3
集
。
≦
o
滞
乏
魚
。
。
7
0
搾
。
ぎ
N
¢
凄
嗣
≒
o
署
幹
認
O
…
ご
閉
鍵
塁
≦
⊆
，
ぎ
導
ご
拝
曽
○
曽
－

　
　
　
　
。
・
。
・
す
傷
7
》
霧
σ
q
「

　
　
　
　
カ
ン
ト
の
感
構
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
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五
八

（
2
）
b
⇔
8
び
碧
匿
§
σ
q
窪
警
窪
窪
舘
O
象
三
牙
。
・
ω
。
ま
鋤
窪
§
焦
穿
話
び
。
器
昌
●
¢
潔
①
き
穴
”
霧
乏
。
蒔
。
匿
・
・
。
●
9
路
q
。
マ
〉
霧
ぴ
q
●

（
3
）
○
ワ
簿
‘
。
。
●
駅
。
。
あ
’

（
4
）
　
○
ワ
6
尉
£
○
∩
●
凹
鶏
・

（
5
）
　
諜
汐
。
＜
o
憎
圃
2
二
鵠
σ
q
区
拶
昌
諾
⇔
ぴ
。
桟
図
研
謀
F
ξ
㈲
σ
q
●
＜
○
鐸
勺
費
三
ζ
2
N
o
村
・
　
小
倉
志
詳
課
「
カ
ン
ト
倫
理
學
」
弘
文
堂
刊
　
七
二
頁
　
（
以
ド

　
　
「
倫
理
學
講
義
」
と
記
る
す
）
。
尚
一
七
七
五
年
－
一
七
八
一
年
に
五
回
行
は
れ
た
。

（
6
）
　
嗣
書
七
四
頁

（
7
）
穴
碧
誘
○
。
。
・
斜
昌
。
。
Q
6
げ
弓
露
。
ジ
〉
苞
㍉
》
霧
騎
‘
×
一
×
る
曾
一
Q
。
⑦
．

（
8
）
　
〇
三
口
繕
£
葺
騰
N
二
『
ζ
簿
節
覧
受
。
・
郎
号
門
O
Q
凶
g
o
p
O
Q
Q
。
。
O
O
ふ
”
○
霧
。
・
8
お
マ
≧
5
槻
●
鵠
窪
・
掛
≡
覧
ズ
プ
9
℃
這
犀
．
＜
霧
コ
．
Q
o
◎
濠
’
ズ
0
6
嗣
p
ヨ
ー

　
　
〉
二
超
●
げ
話
σ
q
．
＜
o
コ
カ
●
◎
Q
o
ず
ヨ
蕊
鉾

（
9
）
〉
●
¢
8
。
巴
。
1
竿
。
騨
・
・
。
『
。
h
管
。
巨
§
臼
℃
。
蒙
。
巴
喜
ぎ
。
。
。
℃
ξ
“
⊆
牙
霧
ξ
O
。
端
£
。
・
h
窯
。
「
3
ω
δ
岡
三
。
・
琴
。
●
因
9
三
剛
聾

　
　
欝
｝
瓢
。
・
。
〕
一
8
ご
○
呂
8
鼠
“
や
な
。
鋤
｛
’

二
　
美
的
完
全
性
に
つ
い
て

　
以
上
に
瞥
見
し
た
如
く
、
カ
ン
ト
が
道
徳
的
な
る
も
の
と
、
一
般
に
美
的
な
る
も
の
と
の
間
の
大
な
る
類
似
性
に
令
し
て
、
可
成
り
の

反
省
を
持
っ
て
る
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
吾
々
に
と
っ
て
興
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
類
似
性
（
裏
返
へ
し
て
欝
へ
ば
相
蓮
性
）

が
ど
の
程
度
明
晰
で
あ
っ
た
か
は
疑
問
の
織
地
が
あ
る
。
『
考
察
』
に
あ
っ
て
は
確
か
に
感
情
や
構
緒
に
重
黙
を
置
い
て
も
、
そ
れ
に
は

農
の
徳
が
基
づ
く
原
理
を
與
へ
る
力
は
な
い
と
考
へ
て
る
た
。
然
し
そ
れ
で
は
か
か
る
原
理
は
如
何
な
る
性
質
を
持
つ
の
か
、
又
何
庭
に

根
擦
を
持
つ
の
か
に
つ
い
て
は
、
カ
ン
ト
は
何
ら
判
然
と
し
た
情
念
も
鰐
決
の
鍵
も
に
ぎ
っ
て
み
な
か
っ
た
と
書
へ
よ
う
。
感
情
性
に
干

す
る
美
的
無
断
と
道
穂
的
輔
漸
と
が
明
白
に
汽
罐
せ
ら
れ
、
後
者
に
新
ら
し
い
光
が
投
げ
か
け
ら
れ
る
ま
で
に
は
、
爾
時
間
を
要
し
た
の



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
識
1

　
　
で
あ
る
。
そ
こ
で
吾
々
は
、
次
1
7
山
こ
の
意
味
で
中
聞
的
存
在
と
思
は
れ
る
『
論
理
學
講
義
』
を
観
て
見
よ
う
。

　
　
　
認
識
は
感
性
の
法
則
に
從
っ
て
完
全
で
あ
る
（
美
的
完
全
性
）
か
、
悟
性
の
法
躍
に
從
っ
て
完
全
で
あ
る
（
論
理
的
完
全
性
）
か
の
何

　
　
れ
か
で
あ
る
。
前
者
の
場
合
は
、
後
者
の
場
合
の
如
く
曽
鷹
δ
臨
に
凡
ゆ
る
思
惟
膿
一
般
に
普
遍
的
に
要
當
す
る
と
い
ふ
罪
な
仕
方
で

　
　
刺
入
せ
し
め
る
、
客
観
的
な
又
普
遍
委
嘗
的
な
法
則
は
晃
出
さ
れ
な
い
。
然
し
全
膿
罪
人
靱
性
（
経
。
σ
q
霧
節
ヨ
8
］
≦
o
⇒
。
。
o
甥
げ
9
け
）
に
封

　
　
し
て
妥
當
性
を
持
つ
と
こ
ろ
の
感
性
の
普
遍
的
法
則
が
與
へ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
美
的
完
全
性
が
思
惟
さ
れ
る
。
こ
れ
は
「
主
槻
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
－
普
遍
的
満
足
」
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
正
に
「
美
」
な
の
で
あ
る
。
以
上
が
さ
し
二
っ
て
の
閥
題
に
写
す
る
着
目
黙
の
梗
概
で

　
　
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
譲
2

　
　
　
か
く
の
如
く
爾
老
の
間
に
“
全
く
除
去
し
得
ぬ
”
本
質
的
な
相
違
も
し
く
は
反
封
性
が
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
吾
々
に
と
っ
て
費
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
（
3
）

　
　
興
味
深
い
の
は
、
カ
ン
ト
が
“
本
質
的
な
美
的
完
全
性
は
論
理
的
完
全
性
と
調
和
す
る
し
又
結
合
せ
し
め
ら
れ
さ
へ
す
る
”
（
傍
熱
筆
者
）

　
　
と
書
っ
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。
〃
人
閥
の
本
性
の
要
求
と
認
識
の
公
衆
性
（
勺
。
国
書
憲
昏
）
の
欝
的
は
、
吾
々
が
こ
の
二
つ
の
完
全
性
を

　
　
相
互
（
5
P
一
け
O
一
瓢
建
物
α
O
弓
）
に
統
一
す
べ
く
研
究
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
從
っ
て
吾
々
も
亦
美
的
完
全
盤
に
適
し
て
み
る
諸
認
識
に
美
的

　
　
完
全
性
を
與
へ
、
そ
し
て
形
式
的
（
8
び
菖
σ
q
o
弓
o
o
葺
）
に
又
論
理
的
に
完
全
な
認
識
を
美
的
形
式
に
よ
っ
て
公
衆
的
に
す
る
こ
と
に
關
心

　
　
　
（
4
）

　
　
が
あ
る
”
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
見
解
は
、
次
の
言
葉
で
そ
の
頂
鮎
に
議
す
る
。
“
從
っ
て
こ
の
黙
か
ら
晃
れ
ば
、
か
の
本
砂
壌
に
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
、
（
5
）

　
　
的
な
も
の
に
瀾
す
る
美
的
完
全
性
は
、
論
理
的
完
全
性
に
封
し
て
優
越
す
る
（
〈
◎
箕
。
出
げ
鋤
け
。
。
o
ぎ
）
こ
と
が
出
薫
る
。
”
（
傍
黙
筆
者
）
こ
の

　
　
「
本
号
的
に
美
的
な
る
も
の
」
と
は
、
こ
の
場
合
勿
論
魅
惑
的
な
も
の
（
儀
鋤
ω
　
菊
O
凶
N
O
口
細
O
）
、
感
動
的
な
も
の
（
創
9
ω
労
儲
7
器
路
匹
。
）
に
属

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
す
る
佃
人
的
満
足
（
℃
ユ
＜
9
マ
を
。
窪
σ
q
o
萄
臣
⇔
）
と
巌
然
と
衆
寡
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
限
り
、
『
判
断
力
批
判
』
で
読
き
明

　
　
か
さ
れ
る
趣
味
判
断
に
於
け
る
美
と
攣
る
と
こ
ろ
な
き
も
の
と
言
へ
る
。
か
く
し
て
以
上
の
カ
ン
ト
の
所
論
か
ら
、
前
節
の
吾
々
の
見
方

　
　
が
よ
り
明
確
に
裏
付
け
ら
れ
、
且
カ
ン
ト
に
於
い
て
感
情
性
が
如
何
に
重
い
文
或
る
意
味
で
基
盤
的
な
意
味
を
持
っ
て
る
た
か
を
知
る
こ

95

@
と
が
出
石
る
で
あ
ら
う
。
文
『
判
噺
力
批
判
』
そ
の
も
の
の
膿
系
銘
銘
置
付
け
を
、
普
通
に
考
へ
ら
れ
る
以
上
に
他
の
著
作
と
の
有
機
的

9　
　
　
　
　
カ
ン
ト
の
感
情
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
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ハ
0
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@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
譲
3

9
　
蓮
關
の
中
で
考
へ
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
註
1
　
一
七
五
五
…
六
年
か
ら
一
七
九
六
年
迄
に
五
四
園
論
理
學
の
講
義
が
行
は
れ
た
。
（
慨
磐
℃
9
ζ
『
o
閂
二
い
ズ
讐
】
♂
c
。
．
〉
三
ご
ω
●
①
O
）
そ
の
間
テ

　
　
　
　
　
　
キ
ス
ト
の
雷
斧
や
挿
入
紙
に
書
き
込
ま
れ
た
も
の
を
一
八
○
○
年
に
O
・
膨
●
蟻
舘
。
｝
｝
o
が
整
理
し
て
虜
版
し
た
。
（
客
碧
回
鍍
イ
＜
6
鼻
ρ
○
”
隆
霞
。
7

　
　
　
　
　
　
＞
霧
α
q
己
6
5
窪
．
。
。
こ
幹
も
。
潔
塗
“
＜
o
疑
。
（
げ
く
§
魔
ω
6
｝
ざ
）
後
っ
て
時
期
的
内
容
的
に
中
間
的
と
見
た
。
．

　
　
　
　
註
2
　
此
の
黙
の
参
考
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
〃
藩
性
は
教
へ
よ
う
（
σ
o
酬
。
ξ
窪
）
と
欲
し
、
感
性
は
飛
び
跳
ね
て
み
る
（
び
。
嗣
。
澤
。
・
o
ぎ
）
。
梧
牲
は
満
察
（
峯
霧
卿
6
ぼ
）
を
熱
望
し
、
感
性
は

　
　
　
　
　
　
峯
明
さ
物
分
り
の
良
さ
（
閏
紗
ゆ
財
O
｝
回
弊
O
｝
一
）
を
欲
す
る
。
”
一
i
…
ピ
。
σ
q
野
い
ω
’
も
。
U
も
。
●

　
　
　
　
　
　
　
又
爾
完
全
姓
は
堂
・
質
・
闘
乱
・
三
相
の
四
契
機
に
益
し
て
も
封
照
せ
し
め
ら
れ
る
。
量
に
つ
い
て
は
普
遍
性
が
、
質
に
つ
い
て
は
判
明
性
が
、

　
　
　
　
　
　
闘
係
に
つ
い
て
は
眞
理
性
が
、
襟
縮
に
つ
い
て
は
確
實
性
が
問
題
に
せ
ら
れ
る
。
論
理
的
完
全
牲
に
つ
い
て
は
唯
夫
々
に
「
客
槻
的
に
」
と
附

　
　
　
　
　
　
せ
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
美
的
完
全
性
に
つ
い
て
は
甚
だ
興
味
あ
る
設
明
が
な
さ
れ
る
。
論
纂
す
れ
ば
次
の
襟
で
あ
る
。
（
ピ
。
α
q
ぎ
O
Q
●
累
い
）

　
　
　
　
　
　
　
・
美
的
普
遍
性
一
・
例
と
し
て
燗
ひ
ら
れ
る
客
髄
の
集
合
に
封
ず
る
認
識
の
遽
周
性
に
於
い
て
存
立
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
認
識
は
公
衆
性
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
圏
的
に
役
立
つ
こ
と
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
・
美
的
判
明
性
一
i
直
観
に
於
け
る
幽
明
性
で
、
抽
象
的
に
考
へ
ら
れ
た
概
念
が
こ
の
直
観
に
於
い
て
費
例
に
よ
っ
て
具
腱
的
に
提
示
せ
ら
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
設
畷
せ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
・
美
的
眞
理
性
一
…
箪
な
る
主
槻
的
眞
理
性
で
認
識
と
主
襯
、
師
ち
感
宮
の
假
象
の
急
騰
と
の
一
致
に
於
い
て
の
み
成
立
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
・
美
的
確
實
性
」
感
富
の
護
明
に
よ
っ
て
必
然
的
な
も
の
、
師
ち
感
魔
や
経
験
に
よ
っ
て
撮
謹
せ
ら
れ
た
も
の
に
暴
つ
く
。

　
　
　
　
註
3
　
抽
稿
「
カ
ン
ト
に
於
け
る
美
の
位
羅
と
意
義
」
（
二
曲
大
嶺
入
文
學
郭
「
人
文
科
攣
薪
究
扁
第
八
輯
所
載
）
で
こ
の
邊
の
事
猜
を
明
ら
か
に

　
　
　
　
　
　
し
た
。

　
　
　
　
（
1
）
　
酬
ハ
き
ε
い
。
σ
q
騨
v
ぼ
薦
◎
〈
o
欝
○
齢
囲
W
●
志
野
魯
ρ
Q
O
．
雛
も
。
“
ぞ
く
。
築
。
⇔
缶
．
。
e
G
O
霧
。
。
一
霞
窪
一
〉
戸
僧
諮
・

　
　
　
　
（
2
）
（
3
×
4
）
（
5
）
ρ
y
魯
●
》
。
。
．
Q
。
鋒
。



（
6
）
　
く
論
戸
0
7
6
…
£
○
農
●
な
。
認
．

三
　
奪
敬
の
感
情
の
分
析

　
　
　
そ
こ
で
も
し
以
上
の
考
察
の
結
果
と
、
特
に
『
道
徳
形
而
上
學
原
論
』
や
『
實
賎
理
性
批
纏
』
と
を
封
比
さ
せ
て
、
そ
の
相
違
性
を
以

　
　
つ
て
直
ち
に
批
判
萌
期
か
ら
批
判
期
へ
の
蚕
法
的
展
開
と
晃
る
と
雷
ふ
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
恐
ら
く
何
の
問
題
も
な
く
又
甚
し
く
事
は
簡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誌
－

　
　
箪
に
な
っ
て
了
ふ
と
言
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
所
謂
批
判
期
の
カ
ン
ト
の
倫
理
槻
は
、
軍
純
に
こ
の
感
情
性
の
否
定
の
上
に

　
　
成
り
立
つ
も
の
な
の
で
あ
ら
う
か
。
こ
の
こ
と
に
封
ず
る
否
定
的
答
へ
を
吾
々
は
手
近
か
に
児
た
の
で
あ
る
（
前
側
参
照
。
そ
れ
は
一
七
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
五
一
六
年
か
ら
一
七
九
六
年
迄
の
カ
ン
ト
の
思
考
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
）
。
二
っ
て
翠
に
否
定
の
上
に
で
は
な
く
、
む
し
ろ
三
々
深
化
さ
せ
純
化

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
繍
種
の
抑
制
を
す
る
と
い
ふ
こ
と
の
上
に
成
り
立
つ
と
欝
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
『
實
践

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
理
性
批
難
』
に
於
い
て
、
〃
吾
々
が
全
く
鋤
℃
嵩
。
ユ
に
認
識
し
得
、
又
そ
の
必
然
性
を
洞
察
す
る
こ
と
が
鵠
図
る
唯
一
の
感
情
”
と
し
て

　
　
の
「
奪
敬
（
〉
。
簿
§
σ
q
）
」
が
読
か
れ
る
の
は
、
か
か
る
積
極
的
意
味
に
解
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
　
奪
敬
は
“
豊
里
に
よ
る
意
志
の
直
接
的
規
定
の
意
識
”
で
あ
り
、
“
道
徳
法
則
の
主
観
に
及
ぼ
す
作
革
結
果
”
で
あ
る
。
そ
れ
は
〃
叡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
・
・

　
　
知
的
根
擦
に
よ
っ
て
生
ず
る
”
、
　
〃
感
学
的
（
鵠
昏
○
δ
σ
Q
ぎ
び
）
で
は
な
く
、
費
践
的
な
”
特
有
の
感
情
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
奪
敬
は
、

　
　
そ
れ
は
あ
く
ま
で
感
情
で
あ
り
、
從
っ
て
決
し
て
客
槻
的
と
い
ふ
性
格
を
持
つ
こ
と
の
出
少
な
い
も
の
で
あ
る
。
ど
こ
ま
で
も
主
観
的
な

　
　
も
の
で
あ
る
。
例
令
道
徳
法
則
と
い
ふ
客
観
的
（
嚴
密
に
雷
へ
ば
實
賎
的
に
客
擬
的
）
な
も
の
に
よ
っ
て
規
定
せ
ら
れ
る
に
し
て
も
、
そ

　
　
れ
は
「
主
観
の
感
性
へ
の
作
用
結
果
」
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
「
主
槻
の
感
性
へ
の
作
用
結
果
」
と
い
ふ
こ
と
に
饗
し
て
、
特
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
『
實
號
理
性
批
刹
』
の
「
純
輝
實
践
理
性
の
動
機
に
つ
い
て
」
の
項
を
注
意
深
く
護
ん
で
滞
る
と
、
甚
だ
意
味
の
深
い
叙
蓮
が
あ
る
こ
と

　
　
に
氣
が
つ
く
。
即
ち
そ
れ
は
溝
極
的
な
颪
と
積
極
的
な
面
と
の
面
面
を
持
っ
て
る
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
　
“
道
徳
法
則
に
反
封
ず
る
凡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
て
の
傾
向
性
を
抑
制
す
る
と
い
ふ
黙
に
關
す
る
限
り
そ
の
作
用
は
輩
に
溝
極
的
で
あ
る
”
。
そ
し
て
〃
こ
の
傾
向
性
を
抑
制
す
る
こ
と
に

餅　
　
　
　
　
カ
ン
ト
の
感
取
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
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折
剛
墨
・
研
究
　
　
鮒
昂
四
薫
五
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穴
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

よ
っ
て
感
情
に
及
ぼ
す
溝
極
的
作
用
そ
の
も
の
も
亦
感
情
で
あ
り
”
、
〃
道
徳
法
購
は
凡
ゆ
る
吾
々
の
傾
向
性
を
傷
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て

、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

苦
痛
（
ω
o
げ
ヨ
2
N
）
と
名
づ
け
ら
れ
得
る
感
情
を
生
ず
る
”
（
傍
黙
筆
者
）
。
道
徳
法
則
は
自
己
自
身
に
樹
す
る
梗
度
の
好
意
で
あ
る
自
愛
の

利
己
と
い
ふ
自
己
愛
（
閉
σ
q
o
三
一
〇
び
。
）
を
抑
制
し
、
自
己
自
身
に
濁
す
る
満
足
の
利
己
な
る
自
負
（
図
お
。
ヨ
ρ
議
（
o
一
）
を
徹
底
的
に
破
辞

（
1
0
）

す
る
。
そ
し
て
こ
の
結
果
吾
々
に
残
る
の
は
、
「
苦
痛
」
と
い
ふ
も
の
な
の
で
あ
る
。
さ
て
問
題
は
次
に
起
き
る
。
先
づ
カ
ン
ト
の
書
ふ

と
こ
ろ
を
聞
い
て
見
よ
う
。

　
〃
然
し
道
徳
法
則
は
本
來
積
極
的
な
も
の
、
部
ち
知
的
原
因
性
（
一
坐
轡
O
鷺
O
閃
け
¢
O
臨
O
　
溶
斜
¢
o
自
鋤
剛
一
け
簾
δ
）
師
ち
自
由
の
形
式
で
あ
る
か
ら
、

　
そ
れ
は
奪
敬
の
封
象
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
そ
れ
は
主
食
的
封
立
物
即
ち
吾
々
の
傾
陶
性
に
反
慰
し
て
慮
負
を
弱
め
又
破

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
碑
し
、
轡
心
を
挫
い
て
謙
麗
に
す
る
（
鳥
。
き
簿
お
窪
）
か
ら
で
あ
る
。
”

苦
痛
な
の
は
窮
負
が
残
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
自
負
は
そ
れ
が
自
負
に
過
ぎ
な
い
と
自
畳
さ
れ
る
に
俘
っ
て
溝
滅
し
、
代
っ
て
謙
虚
さ

が
出
現
し
て
く
る
こ
と
は
當
然
の
こ
と
で
あ
る
。
か
く
し
て
苦
痛
を
起
す
當
の
も
の
、
苦
痛
の
根
擦
で
あ
っ
た
も
の
が
、
奪
敬
へ
と
上
昇

的
に
韓
化
す
る
。
書
ひ
換
へ
れ
ば
、
苦
痛
と
い
ふ
感
構
は
謙
虚
を
通
っ
て
奪
敬
と
い
ふ
感
情
に
轄
化
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
道
徳
法
購

の
主
擬
の
感
性
へ
の
積
極
的
作
用
結
果
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
の
様
に
言
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
師
ち
奪
敬
と
い
ふ
感
情
の
元
を
正
せ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
譲
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

（
勿
論
低
次
に
な
る
こ
と
で
あ
る
が
）
、
そ
れ
は
苦
痛
と
い
ふ
感
情
で
あ
る
。
そ
れ
は
い
は
ば
ひ
る
が
へ
っ
て
高
ま
る
と
い
っ
た
感
情
で

あ
る
が
、
吾
々
が
所
謂
感
情
一
毅
と
言
ふ
も
の
と
切
り
離
し
て
は
考
へ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
通
常
解
羅
さ
れ
る
如
く
翠
純
に
動
特
の

異
種
的
膨
面
な
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
「
も
う
一
つ
の
感
情
〕
な
の
で
は
な
い
。
人
間
の
感
情
性
が
何
に
淫
し
て
感
ず
る
か
と
い
ふ
こ
と

　
　
　
　
　
　
談
3

の
問
題
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
さ
て
〃
感
性
爾
に
於
け
る
謙
虚
印
ち
知
的
側
面
に
於
け
る
法
購
そ
の
も
の
の
道
面
的
實
践
的
評
償
の
高
ま
り
が
奪
敬
に
外
な
ら
ぬ
”
こ

と
は
、
以
上
に
見
た
遽
り
で
あ
る
が
、
こ
の
愛
敬
の
感
情
は
行
爲
へ
の
動
機
（
月
臨
。
げ
浄
（
8
鴨
）
と
な
る
。

　
〃
蓮
徳
法
劉
の
承
認
は
愚
筆
的
根
擦
に
差
つ
く
重
傷
理
性
の
活
動
の
意
識
で
あ
る
。
こ
の
活
動
は
主
観
的
（
感
隻
的
一
）
窪
7
0
ざ
履
。
・
o
げ
。
）
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原
因
が
妨
害
し
て
み
る
と
い
ふ
だ
け
で
、
そ
の
結
果
を
三
豊
に
表
は
さ
な
い
。
從
っ
て
道
徳
法
則
に
封
ず
る
奪
敬
は
、
道
徳
法
則
が
自

　
負
を
恭
順
せ
し
め
て
傾
向
性
の
妨
害
的
影
響
を
弱
め
る
限
り
に
於
い
て
、
道
徳
法
躍
が
感
情
に
及
ぼ
す
積
極
的
な
然
し
問
接
的
な
結
果

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ

　
と
し
て
、
即
ち
活
動
の
主
観
的
原
理
と
し
て
麟
ち
道
徳
劇
剛
遵
奉
の
動
機
と
し
て
、
又
道
徳
法
則
に
手
擦
し
た
生
活
の
格
率
の
根
擦
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
し
て
晃
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
”
（
傍
黙
筆
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
黍
1
）

悟
挫
は
判
定
は
し
て
も
、
　
〃
そ
れ
に
は
「
は
ず
み
」
は
な
い
”
の
で
あ
っ
て
、
“
人
閥
は
客
観
的
根
擦
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
る
程
精
巧
に

　
　
　
　
　
（
1
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

は
出
歯
て
居
ら
ず
”
　
“
道
徳
的
制
断
と
道
徳
的
實
行
と
の
距
離
は
意
外
に
遠
い
”
の
で
あ
る
。
從
っ
て
も
し
こ
の
動
機
（
バ
ネ
）
が
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

な
ら
ば
、
即
ち
カ
ン
ト
の
巧
み
な
表
現
を
借
り
れ
ば
“
執
行
力
が
敏
如
”
し
て
み
る
な
ら
ば
、
行
爲
は
行
爲
と
し
て
實
現
さ
れ
る
こ
と
が

由
來
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
カ
ン
ト
は
こ
の
動
機
（
バ
ネ
）
、
執
行
力
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
も
う
一
つ
別
の
、
通
常
鯨
り
注
意
さ

れ
な
い
が
興
味
深
い
表
現
を
輿
へ
て
る
る
。
先
き
の
「
純
粋
幕
議
理
性
の
動
機
に
つ
い
て
」
の
項
の
最
初
の
と
こ
ろ
、
動
機
と
い
ふ
言
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
追
）

が
初
め
て
出
て
來
た
と
き
こ
れ
に
戴
艮
δ
9
巳
諺
直
な
る
ラ
テ
ン
語
を
附
し
て
み
る
。
望
め
て
設
明
す
る
ま
で
も
な
く
勲
巳
紅
雨
の
高
ま

り
、
英
語
で
言
へ
ば
心
の
。
×
巴
欝
瓢
。
嵩
と
か
。
ぼ
く
9
二
〇
譜
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
目
下
○
σ
諭
儀
2
と
い
ふ
ド
イ
ツ
語
に
は
主
と
し
て
バ

ネ
と
い
ふ
以
外
の
意
味
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
從
っ
て
色
讐
ご
鋤
鉱
ヨ
凶
と
い
ふ
表
現
は
吾
々
の
今
ま
で
の
考
量
か
ら
し
て
そ
の
意
味
内

容
を
表
現
し
た
も
の
と
し
て
示
唆
深
い
と
思
は
れ
る
。
つ
ま
り
動
機
と
か
執
行
力
と
か
言
は
れ
る
も
の
は
、
書
ひ
換
へ
れ
ば
そ
れ
は
「
心

情
の
高
ま
り
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
更
に
言
ひ
薩
ほ
す
な
ら
ば
、
瞑
る
段
階
に
高
ま
っ
た
心
情
が
行
爲
實
現
へ
の
動
機
と
な
り
、

バ
ネ
と
な
り
、
執
行
力
と
な
り
、
そ
れ
が
既
に
見
た
如
く
奪
敬
と
い
ふ
感
情
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
主
観
的
原
理
、

格
率
の
根
擦
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
〃
義
務
の
遵
奉
に
於
け
る
喜
ば
し
い
氣
持
（
マ
。
、
匡
ざ
甥
⑦
Ω
o
ヨ
葺
ω
。
。
鼠
ヨ
露
瓢
ご
σ
Q
）
を
生
じ
な
け
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

善
を
好
む
様
に
な
っ
た
、
印
ち
そ
れ
を
自
ら
の
格
率
の
中
へ
受
け
容
れ
た
こ
と
が
確
信
さ
れ
な
い
”
（
傍
訓
筆
者
）
と
い
ふ
『
宗
教
論
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謎
4

書
葉
が
、
こ
こ
で
正
し
く
又
意
味
深
く
瑠
解
さ
れ
て
く
る
で
あ
ら
う
。

　
　
註
1
　
そ
し
て
極
め
て
皮
相
的
に
「
形
式
主
義
」
と
非
難
さ
れ
る
所
以
も
こ
こ
に
あ
る
と
思
は
れ
る
。

　
　
　
カ
ン
ト
の
感
情
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
薫



玉000

　
哲
學
硯
究
　
　
第
響
｝
臼
五
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
畑
四

註
2
　
勿
論
こ
の
悉
無
は
箪
な
る
感
官
的
苦
痛
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
道
徳
法
罵
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
奪
敬
が
感
箕
面
（
勺
鋤
号
？

　
　
δ
ぴ
q
ぎ
ε
で
な
い
如
く
、
こ
の
苦
痛
も
感
畳
的
で
な
い
。
然
し
、
規
範
に
縛
ら
れ
る
と
い
ふ
感
情
は
吾
々
盗
身
日
常
的
に
髄
験
す
る
と
こ
ろ
で

　
　
あ
り
、
首
を
蹄
め
ら
れ
て
苦
し
い
の
と
蓮
つ
た
著
し
さ
を
吾
々
は
颪
寂
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

註
3
　
こ
の
こ
と
は
意
志
の
問
題
で
も
岡
じ
で
、
カ
ン
ト
は
最
も
徽
密
に
は
意
欲
（
≦
o
琴
己
と
意
志
（
≦
、
竃
。
）
と
を
麗
卜
し
て
み
た
と
思
は
れ
る
。

　
　
共
に
欲
求
な
の
で
あ
る
が
、
何
を
ど
の
様
に
欲
す
る
か
に
よ
っ
て
純
粋
な
る
方
を
意
志
と
呼
ん
で
み
る
と
解
し
て
よ
い
。
勿
論
こ
の
場
合
で
も

　
　
又
感
猜
の
場
合
で
も
質
的
段
落
の
あ
る
こ
と
は
雷
ふ
ま
で
も
な
い
。
そ
の
意
味
で
カ
ン
ト
は
例
の
「
心
情
の
革
命
偏
を
臓
ふ
わ
け
で
あ
る
が
、

　
　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
違
す
る
こ
と
に
す
る
。

雪
片
　
孚
．
く
9
帰
も
Q
c
剛
回
贅
巽
は
そ
の
α
げ
2
経
。
騨
霧
P
ぎ
銘
。
・
o
ず
。
寄
N
…
o
ぴ
毎
嶺
血
。
。
。
鍵
。
塁
。
び
。
崇
の
。
。
・
囲
W
臨
既
で
理
性
は
法
則
を
定
立
す
る
こ
と
が

　
　
係
務
で
、
そ
れ
を
勇
氣
あ
る
意
志
と
活
氣
あ
る
感
心
が
執
行
す
る
の
で
あ
っ
て
、
衝
動
こ
そ
有
情
の
世
界
の
唯
一
の
活
動
力
で
あ
り
、
眞
理
が

　
　
今
迄
決
定
的
力
を
毒
し
得
な
か
っ
た
の
は
悟
性
の
費
任
で
は
な
く
、
藁
理
に
議
を
間
ぢ
て
る
た
心
と
、
眞
理
の
爲
に
働
か
う
と
し
な
か
っ
た
衝

　
　
動
力
の
嬉
戯
で
あ
る
、
と
い
ふ
こ
と
を
逡
べ
て
る
る
。
こ
れ
は
彼
の
立
諭
基
面
を
示
す
と
解
さ
れ
、
こ
こ
か
ら
例
の
遊
戯
衝
動
（
も
。
噂
一
〇
一
¢
．
剛
。
ぴ
）

　
　
論
が
展
開
す
る
の
で
あ
る
が
、
彼
が
か
く
衝
動
を
強
調
し
て
以
っ
て
多
少
と
も
カ
ン
ト
を
批
制
し
よ
う
と
し
て
み
る
と
す
れ
ば
、
吾
々
は
．
司
成

　
　
り
警
戒
し
な
い
と
重
大
な
誤
解
に
隔
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ら
う
。
そ
の
こ
と
は
以
」
の
吾
々
の
考
量
が
示
し
て
み
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
喚
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）
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曽

美
的
感
情
及
び
そ
れ
と
箪
敬
の
蕃
客
と
の
御
忌

　
　
　
さ
て
、
感
情
性
の
問
題
が
最
も
集
中
的
に
取
り
扱
は
れ
る
の
は
、
書
ふ
ま
で
も
な
く
『
鋼
断
力
批
判
』
（
一
七
九
〇
年
）
の
第
一
部
「
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
的
判
断
力
批
判
」
の
部
分
で
あ
る
。
“
客
燈
の
主
観
的
形
式
的
合
目
的
性
の
表
現
”
書
ひ
換
へ
れ
ば
〃
緑
の
草
の
色
（
客
観
的
感
魔
）
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
は
な
く
し
て
、
毒
物
が
そ
れ
を
通
じ
て
満
足
の
情
の
客
膿
と
兇
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
感
情
”
が
問
題
と
な
る
と
言
へ
ば
充
分
で
あ
ら
う
。
勿

　
　
論
こ
の
感
情
は
感
黒
影
（
℃
ρ
爵
9
0
σ
q
一
。
・
o
げ
）
な
快
・
不
快
に
係
は
る
も
の
で
は
な
い
。
吾
々
が
心
の
中
で
封
象
の
表
象
と
結
合
し
て
感
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

㎝
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
ノ
、
の
郵
象
の
形
式
の
持
2
．
晶
性
仏
じ
あ
り
、
封
象
簿
す
る
楚
と
い
ふ
も
の
は
”
そ
の
点
図
の
形
式
の
調

一　
　
　
　
　
　
カ
ン
ト
の
感
情
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
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哲
墨
・
研
究
　
　
第
四
再
五
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

（
4
）

定
”
と
結
含
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
從
っ
て
扱
は
れ
る
と
こ
ろ
の
感
情
は
、
い
は
ば
純
粋
感
情
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
「
美
」
が
成
立

註
1

す
る
。
美
は
、
〃
拘
束
な
き
想
像
力
〔
慶
義
の
感
性
〕
と
悟
性
の
相
互
の
合
致
に
よ
っ
て
活
氣
づ
け
ら
れ
た
こ
れ
ら
二
つ
の
心
力
力
の
輕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

や
か
な
遊
動
（
〇
睡
臥
。
プ
8
陰
2
Q
。
豆
飢
）
に
於
け
る
感
じ
（
国
ヨ
鳳
ぎ
儀
g
⇒
σ
q
）
”
で
あ
り
、
或
ひ
は
か
か
る
「
感
じ
」
に
於
い
て
吾
々
に
制
定

さ
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
正
に
趣
味
（
Ω
o
。
。
o
げ
戸
冠
畠
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
言
ひ
換
へ
れ
ば
一
つ

の
「
心
的
調
子
、
（
○
。
ヨ
葺
ω
・
・
け
冒
露
琴
σ
q
）
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
い
は
ば
高
ま
っ
た
調
子
で
あ
る
。
人
骨
の
高
次
の
感
情
性
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
と
こ
ろ
で
か
か
る
感
情
性
に
於
い
て
成
立
す
る
美
は
、
道
徳
的
善
の
象
微
（
G
。
k
ヨ
ぴ
良
）
で
あ
る
と
言
は
れ
る
。
美
に
封
ず
る
吾
々
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

反
省
の
仕
方
と
善
に
封
ず
る
そ
れ
と
が
類
比
的
（
き
巴
。
σ
q
冨
。
げ
）
だ
と
雷
は
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
純
粋
理
性
批
判
』
に
於
け
る
「
圓

　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

式
的
（
ロ
自
O
財
O
ヨ
9
δ
一
Q
昌
O
一
P
）
」
と
い
ふ
の
と
鼠
写
せ
ら
れ
て
、
而
も
同
じ
く
概
念
を
感
性
化
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
貫
き
に
『
論
理
學
講
義
』

に
於
け
る
美
的
完
全
性
を
晃
た
が
、
そ
の
第
二
契
機
「
美
的
判
明
性
」
は
「
抽
象
的
に
考
へ
ら
れ
た
概
念
が
こ
の
薩
槻
に
於
い
て
導
管
に

よ
つ
て
具
膿
的
に
提
示
せ
ら
れ
又
説
明
せ
ら
れ
る
」
も
の
で
あ
っ
た
（
第
二
節
註
2
参
照
）
。
こ
れ
と
象
徴
の
概
念
と
は
直
ち
に
同
噛
の
事

項
だ
と
は
言
へ
な
い
に
し
て
も
、
象
徴
と
い
ふ
性
格
を
最
も
そ
の
根
底
に
於
い
て
示
唆
す
る
と
見
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
か
く

し
て
美
は
道
徳
的
善
を
感
性
化
す
る
、
具
膿
化
す
る
。
勿
論
類
比
的
・
象
徴
的
に
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
。
從
っ
て
美
の
成
立
す
る
場
と
し

て
の
感
情
の
世
界
は
、
善
の
具
騰
像
（
象
徴
的
な
）
の
場
な
の
で
あ
る
。
感
情
の
世
界
は
そ
れ
が
假
令
ど
の
様
に
高
次
の
も
の
で
あ
っ
て

も
、
主
観
性
を
腕
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
。
け
れ
ど
も
高
ま
っ
た
感
情
の
世
界
に
於
け
る
美
は
道
徳
的
善
を
象
徴
的
に
具
現
す
る
ζ
菖
ふ

な
ら
ば
、
此
の
場
合
「
早
撃
的
」
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
見
方
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
て
く
る
で
あ
ら

う
。
カ
ン
ト
に
於
け
る
「
感
構
性
」
と
い
ふ
概
念
の
最
も
深
黒
な
意
義
が
こ
こ
に
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
私
は
耀
き
に
感
情
性
が
奪
敬
の
感
情
へ
と
高
ま
る
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
考
へ
て
晃
た
（
菰
隠
避
参
照
）
。
そ
し
て
こ
こ
で
感
情
性
が
趣

味
に
ま
で
高
ま
る
こ
と
を
冤
た
。
そ
れ
で
は
こ
の
二
つ
即
ち
美
的
感
情
と
奪
敬
の
感
情
と
は
一
郭
ど
の
様
に
關
下
し
合
ふ
の
で
あ
ら
う



　
　
か
。
こ
の
こ
と
は
趣
味
判
断
或
ひ
は
美
的
弦
断
に
つ
い
て
の
カ
ン
ト
の
思
索
が
決
定
的
に
形
成
さ
れ
る
ま
で
は
、
恐
ら
く
然
か
く
明
晰
に

　
　
思
念
さ
れ
て
は
み
な
か
っ
た
も
の
と
書
へ
よ
う
。
そ
し
て
今
や
『
判
断
力
批
判
』
の
出
來
を
以
っ
て
、
時
期
的
内
容
的
に
そ
の
こ
と
の
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
識
3

　
　
就
と
見
て
差
し
支
へ
が
な
い
。
そ
の
⑳
念
・
⑳
爵
は
吾
々
の
問
題
を
解
く
道
を
示
し
て
く
れ
る
。
カ
ン
ト
は
言
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
“
あ
る
も
の
が
そ
れ
に
よ
っ
て
美
と
し
て
設
明
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
趣
味
判
断
は
、
そ
の
規
定
根
魚
と
し
て
如
何
な
る
虚
心
も
持
つ
べ
き

　
　
　
で
な
い
こ
と
は
既
に
充
分
示
さ
れ
た
。
け
れ
ど
も
、
だ
か
ら
と
書
っ
て
一
度
そ
れ
が
純
粋
美
的
判
断
と
し
て
與
へ
ら
れ
て
了
つ
た
後
に

　
　
　
も
如
何
な
る
面
心
も
そ
れ
に
結
合
さ
れ
得
な
い
と
書
ふ
こ
と
は
、
そ
こ
か
ら
は
出
て
來
な
い
。
こ
の
結
合
は
唯
間
接
的
で
の
み
あ
り
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
る
、
印
ち
あ
る
封
象
に
封
し
て
の
輩
な
る
反
省
の
満
足
に
、
更
に
そ
の
も
の
の
存
在
に
つ
い
て
の
快
感
（
そ
こ
に
凡
て
の
野
心
が
成
り

　
　
　
立
つ
も
の
と
し
て
の
）
が
結
合
し
得
る
爲
に
は
、
趣
味
は
先
づ
他
の
あ
る
も
の
と
結
び
つ
い
た
も
の
と
し
て
表
象
さ
れ
な
く
て
は
な
ら

　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
　
な
い
。
”
　
（
傍
黙
原
文
）

　
　
こ
の
「
他
の
も
の
」
は
馬
験
的
な
あ
る
も
の
部
ち
人
間
の
本
性
に
濁
自
で
あ
る
と
こ
ろ
の
傾
向
性
と
、
知
的
な
あ
る
も
の
即
ち
理
性
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
　
つ
て
　
9
　
鷲
δ
ほ
に
規
定
せ
ら
れ
得
る
意
志
の
特
性
と
の
二
つ
が
考
へ
ら
れ
て
る
る
。
経
験
的
な
あ
る
も
の
印
ち
傾
向
性
の
場
合
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
い
て
は
、
“
美
は
唯
祉
會
の
中
に
於
い
て
の
み
瀾
心
を
生
ず
る
”
が
、
そ
れ
は
假
命
如
何
程
醇
化
さ
れ
て
み
る
に
し
て
も
所
詮
傾
向
性
に

　
　
磁
壁
す
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
祇
會
に
於
い
て
最
大
の
多
様
性
と
最
高
の
段
階
に
蓬
す
る
凡
て
の
傾
向
性
や
情
慾
と
好
ん
で
一
緒
に
な

　
　
り
、
從
っ
て
“
そ
の
上
に
基
礎
を
置
く
美
に
於
け
る
醐
心
も
快
適
（
血
霧
》
b
σ
q
。
謡
。
プ
ヨ
）
か
ら
善
へ
の
曖
昧
な
移
行
過
程
し
か
示
さ
な

　
　
（
1
3
）

　
　
い
”
と
し
て
、
「
そ
ん
な
に
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
」
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
封
し
て
野
生
の
花
や
小
鳥
や
虫
等
の
美
し
い
形
態
を
濁
り
（
他

　
　
人
に
そ
の
観
察
を
傳
へ
る
意
圓
を
持
た
な
い
で
）
観
照
し
、
二
っ
て
こ
れ
を
讃
美
し
、
愛
し
、
又
そ
こ
か
ら
多
少
損
害
を
受
け
て
も
、
ま

　
　
し
て
何
の
利
盆
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
て
も
尚
自
然
の
中
に
こ
れ
ら
の
も
の
を
失
ふ
こ
と
を
許
さ
な
い
様
な
人
は
、
“
自
然
の
美
に
上
し

　
　
て
直
接
的
な
而
も
知
的
な
驕
心
を
持
っ
て
る
る
”
、
即
ち
言
ひ
換
へ
れ
ば
“
自
然
の
産
物
が
そ
の
形
式
に
幽
し
て
の
み
な
ら
ず
そ
の
現
存

㎜
在
籍
し
て
も
彼
に
満
足
、
藁
へ
、
｝
翻
も
讐
的
刺
戟
が
そ
．
に
囎
沸
す
る
こ
と
も
な
く
、
忍
男
身
が
何
ら
か
の
目
的
を
そ
れ
に
獲
・

　
　
　
　
　
カ
ン
ト
の
感
情
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
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暫
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研
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四
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｛
四
八

　
　
　
　
　
（
遜
）

す
る
こ
と
も
な
い
”
の
で
あ
る
。
か
く
輩
に
自
然
の
美
を
判
定
す
る
趣
味
を
も
つ
の
み
で
な
く
、
そ
れ
に
封
し
て
直
接
的
關
心
を
も
つ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
は
〃
當
に
一
つ
の
善
き
魂
（
⑦
ぎ
。
σ
q
信
8
ω
0
2
0
）
の
徴
で
あ
り
”
、
こ
の
爾
心
が
習
慣
的
で
あ
れ
ば
〃
道
徳
的
感
猜
に
と
っ
て
都
合
の

、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
（
1
5
）

よ
い
（
σ
q
ぎ
。
。
ゴ
σ
q
）
心
的
調
子
を
示
す
”
（
傍
黙
筆
者
）
の
で
あ
り
、
趣
味
は
か
く
の
如
く
し
て
”
感
性
的
享
樂
か
ら
道
徳
的
感
情
へ
の
吾
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
節
）

の
判
定
能
力
の
移
行
過
程
を
顯
は
に
す
る
”
の
で
あ
る
。

　
以
上
に
基
づ
い
て
考
へ
ら
れ
て
滞
る
こ
と
は
、
次
の
様
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
判
断
が
平
心
に
基
づ
く
こ
と
も
な
く
又
蘭
質
を
惹
き
起

す
こ
と
も
な
い
に
拘
ら
ず
凡
て
の
人
に
封
し
て
規
則
と
な
る
麗
な
一
種
の
瀟
足
を
見
出
す
べ
き
と
こ
ろ
の
美
的
判
断
の
能
力
、
即
ち
前
に

も
蓮
べ
た
純
粋
な
る
感
情
性
に
於
け
る
美
の
成
立
と
、
而
し
て
そ
の
成
立
の
後
に
始
め
て
考
へ
得
る
そ
の
封
象
の
存
在
へ
の
聖
心
、
言
ひ

換
へ
れ
ば
そ
こ
に
純
梓
な
る
意
味
で
の
美
が
成
立
す
る
に
慮
は
し
く
高
ま
っ
た
感
情
性
、
そ
し
て
そ
こ
ま
で
高
ま
っ
た
心
的
調
子
に
於
い

て
美
的
と
判
定
さ
れ
た
封
象
の
存
在
に
關
心
（
勿
論
知
的
な
）
が
示
さ
れ
る
、
さ
う
い
ふ
心
情
力
は
、
“
如
何
な
る
關
心
に
も
基
づ
か
な

い
が
爾
生
る
關
心
を
惹
き
起
す
こ
と
に
於
い
て
凡
て
の
人
に
隣
し
て
法
購
と
な
る
様
な
一
種
の
満
足
を
鋤
鷲
δ
ユ
に
規
定
す
る
知
的
鋼

　
　
（
1
7
）

断
の
能
力
”
に
、
極
め
て
窟
効
な
も
の
ζ
冨
は
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。
爾
者
共
満
足
に
饗
す
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
當
然
快
・
不
快
の
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
ユ
）

題
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
前
者
を
趣
味
に
於
け
る
快
・
不
快
と
書
ひ
、
後
者
を
道
徳
的
感
謝
に
於
け
る
快
・
不
快
と
七
っ
て
る
る
。

　
以
上
の
如
く
で
あ
る
な
ら
ば
、
純
粋
な
る
美
的
鋼
慰
留
ひ
は
美
を
判
定
し
得
る
感
猜
性
と
道
徳
的
局
地
に
關
す
る
奪
敬
の
感
情
と
は
、

　
　
ヘ
　
　
へ

先
づ
第
一
に
は
全
く
異
種
的
な
も
の
と
晃
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
又
事
實
美
は
露
的
の
表
象
を
俘
は
ぬ
と
さ
れ
て
居
り
、
道
徳

的
感
情
と
し
て
の
奪
敬
が
係
は
る
道
徳
七
飯
に
鑛
っ
て
蟹
現
さ
れ
る
善
は
賢
践
理
性
概
念
と
し
て
一
つ
の
臨
的
を
な
す
の
で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

こ
の
意
味
で
も
誠
溺
せ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
第
二
に
「
蘭
心
」
と
い
ふ
問
題
を
契
機
に
し
て
、
美
的
感
情
性
は
奪
敬
と
い
ふ

感
情
性
へ
、
い
は
ば
よ
り
一
層
高
ま
る
移
行
過
程
を
な
す
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
の
感
摘
に
關
す
る
思
考
は
、
常
に
彼
の
心
中
に
大
き
な
位

置
を
占
め
つ
＼
も
、
『
判
断
力
批
判
』
の
思
索
が
固
ま
る
ま
で
は
ど
ち
ら
か
と
言
へ
ば
明
晰
判
明
で
は
な
か
っ
た
。
唯
漠
然
と
道
徳
感
情

と
い
ふ
型
で
考
へ
ら
れ
て
る
た
と
書
っ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
今
や
感
情
性
は
そ
の
最
高
の
次
元
の
高
ま
り
に
於
い
て
、
又
厳
も
典
型
的
な
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あ
　
　
ち
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
へ

も
の
と
し
て
美
的
感
情
論
に
結
集
す
る
。
而
も
更
に
そ
れ
を
土
塁
に
し
て
、
道
徳
的
感
情
と
し
て
の
法
則
に
封
ず
る
奪
敬
へ
と
極
は
ま
っ

た
わ
け
で
あ
る
。
少
し
大
葬
に
書
ふ
な
ら
ば
、
道
徳
感
椿
の
蘭
に
或
ひ
は
遽
徳
論
の
前
に
純
粋
感
情
論
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
“
趣
味
は
感
宮
の
封
象
に
つ
い
て
も
嘗
能
量
売
備
な
く
し
て
自
由
な
溝
足
を
晃
出
す
こ
と
を
教
へ
る
。
從
っ
て
富
能
的
刺
戟
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鎗
）

習
慣
的
な
道
徳
的
蘭
心
へ
の
移
行
を
と
り
わ
け
大
な
る
飛
躍
な
し
に
可
能
に
す
る
”
の
で
あ
る
。

　
　
註
王
　
衆
知
の
こ
と
乍
ら
美
の
契
機
を
略
紀
す
る
。

　
　
　
　
a
　
そ
の
満
足
は
あ
ら
ゆ
る
關
心
を
嫁
く
。
b
　
概
念
な
く
し
て
の
普
遍
的
満
足
の
封
象
。
c
　
屡
的
の
表
象
な
く
し
て
合
臣
的
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
d
　
概
念
な
く
し
て
の
必
然
的
満
足
の
封
象
。

　
　
註
2
　
簡
羅
に
設
明
す
れ
ば
圓
式
的
と
い
ふ
の
は
、
偲
性
が
把
握
し
て
み
る
概
念
に
そ
れ
に
封
癒
す
る
直
観
が
輿
へ
ら
れ
る
が
、
象
徴
的
の
場
合
は

　
　
　
　
か
か
る
直
槻
が
感
宮
に
輿
へ
ら
れ
る
こ
と
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
。
（
（
＜
σ
q
酬
’
ズ
詳
9
d
鴨
こ
働
U
り
）

　
　
註
3
　
一
七
八
七
年
六
月
二
五
日
附
シ
ュ
ル
ツ
宛
下
降
で
「
趣
味
批
判
の
基
礎
づ
け
に
と
り
か
か
る
」
と
雷
ひ
、
岡
年
九
十
十
一
日
附
ヤ
コ
…
プ
宛

　
　
　
　
に
「
こ
れ
（
趣
味
批
刹
の
書
）
で
以
っ
て
建
制
の
仕
事
を
終
る
」
と
輝
き
、
更
に
岡
年
十
二
月
二
十
八
日
に
は
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
に
「
趣
味
批
判

　
　
　
　
な
る
表
題
で
こ
の
原
稿
を
完
成
す
る
」
と
書
き
邊
っ
て
み
る
。
こ
れ
が
三
年
後
の
一
七
九
〇
年
に
騨
、
鋼
断
力
批
判
』
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
か

　
　
　
　
ら
か
く
想
定
し
て
可
と
思
は
れ
る
。

カ

ン

ト

の山鳥岱感●○．
情99＄
にりり矯つcm「m　co）
　QS　◎t　くΩ
い　り⑩’
”　　　　 G合

し　Oりこ。’

　鱒腰＄　一　 一　
．

　■．一・　bC

　＜
　撃
　ゆ
　8
　¢
　曽
　ド
　慈
　益
　等
　9　£
　む　ヨ
　窪

　ゆ　器
　幹
　器
　a　（
　9　鮮　鐸
　1　＞　霧
　解一』　 ）ノへ

九

　　　　　　　　　　だぎ　　

765432三）　） ）））） ）

穴7：ス普x六労磐”群冠ぴさ羅．　　　，　　　　　　　　　一
9F一澤
cCf．曹
ド4　rt　tt

ca：　ca）　ct

ee　 属
di　S｝o　es

ωpe翼
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　　ぐ
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　　幹
　　留
　　し
　　ざ
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　　8
　　ま
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　　ぎ
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（
8
）
　
く
σ
q
「
深
ぴ
傷
．
樽
・
＜
o
誉
ρ
．
w
　
ド
ゆ
蟷
。
ダ

（
9
）
労
『
・
9
9
．
留
⑩
あ
』
諜
’

（
G
王
）
　
諸
巴
・
島
●
d
『
こ
⑳
邑
曽
q
Q
．
一
ミ
P

（
1
1
）
斎
　
寄
曾
瓢
・
9
・
“
灘
一
・
ω
漏
“
。
。
．

（
1
2
）
　
一
び
賦
．

（
1
3
）
　
囲
一
，
匿
9
q
7
⑳
禽
・
の
齢
｛
凄
．

（
1
4
）
　
困
圏
、
●
鳥
・
ご
7
⑳
島
・
幹
霊
O
，

（
1
5
）
　
深
磐
鋳
¢
き
励
魅
．
ψ
一
8
●

（
1
6
）
　
猶
騰
噛
9
ご
7
伽
巴
．
の
●
一
お
・

（
7
玉
）
　
猟
磐
9
d
肱
こ
伽
島
‘
ω
．
一
認
．

（
1
8
）
　
皆
箆
e

（
1
9
）
　
穴
「
’
臨
●
d
び
⑳
U
り
。
○
◎
・
団
δ
や

い
属
効
⊆
唱
諾
巳
。
ぎ
〉
お
略
”
じ
⇔
一
河
①
．

七
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
ぴ
。
ユ
3
。
。
鷲
薦
護
空
薫
0
2
と
び
〇
三
三
の
ヨ
。
弓
導
出

こ
こ
で
眼
を
も
う
一
度
、
　
一
七
六
三
年
の
『
考
察
』
ま
で
遡
ら
せ
て
見
よ
う
。

“
も
し
吾
々
を
動
か
し
爾
白
が
ら
せ
る
も
の
の
二
値
或
ひ
は
美
を
認
め
な
い
人
を
、
彼
は
そ
れ
を
理
解
し
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
片
づ
け

て
了
ふ
な
ら
ば
、
お
互
ひ
に
正
し
く
な
い
こ
と
を
し
て
み
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
悟
性
が
洞
察
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
そ
れ
程
問
題

で
は
な
く
、
感
惰
性
が
感
ず
る
こ
と
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
と
は
書
へ
、
魂
の
諸
能
力
は
非
常
に
密
接
な
連
關
を
持
っ
て
い
る
も
の
な

の
で
、
大
都
分
は
感
情
の
現
は
れ
か
ら
洞
察
の
才
能
を
推
定
し
得
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
と
い
ふ
の
は
、
多
く
の
悟
性
の
長
所
を
持
つ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
へ
　
　
あ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
エ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
人
も
若
し
心
情
の
疑
雲
を
工
合
よ
く
又
正
し
く
嗣
ひ
て
、
動
機
と
な
る
眞
に
高
貴
な
る
も
の
、
美
し
き
も
の
に
封
ず
る
強
い
感
情
を
同

　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
　
時
に
持
た
な
い
な
ら
ば
、
か
か
る
才
能
を
無
盆
に
分
與
さ
れ
て
る
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
”
（
傍
鮎
筆
者
）

　
　
こ
の
様
に
主
槻
の
側
に
於
け
る
感
情
性
を
強
調
す
る
カ
ン
ト
は
、
同
じ
く
そ
の
第
工
論
文
で
岡
情
と
か
迎
合
性
と
か
名
盤
心
と
そ
の
結
果

　
　
で
あ
る
蓋
恥
心
と
か
い
ふ
様
な
、
美
で
あ
り
且
愛
す
べ
き
で
あ
る
が
眞
の
徳
と
は
書
ひ
難
い
一
種
の
善
性
の
感
情
が
、
就
會
内
に
醸
成
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
溢
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
る
結
果
に
つ
い
て
考
察
を
行
ふ
。
こ
れ
ら
は
吾
々
の
魅
會
生
活
に
と
っ
て
、
“
肚
交
の
基
礎
”
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
か
か
る
善
意
の
衝

　
　
動
（
象
。
σ
Q
露
げ
窪
獣
σ
q
o
墨
画
8
び
。
）
か
ら
行
呈
す
る
こ
と
は
“
そ
れ
は
個
々
に
と
れ
ば
そ
の
人
閥
の
特
別
の
功
績
と
す
る
こ
と
は
出
密
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
け
れ
ど
も
極
め
て
す
ぐ
れ
た
も
の
”
な
の
で
あ
る
。
然
し
こ
れ
ら
は
確
か
に
善
性
（
σ
Q
鉾
圃
）
で
あ
り
、
徳
と
親
近
性
を
持
つ
け
れ
ど
も
、

　
　
結
局
は
眞
の
徳
と
は
な
り
得
ぬ
故
に
（
“
も
し
よ
り
高
い
根
本
原
則
が
こ
れ
を
鰯
製
し
弱
め
な
い
と
、
そ
こ
か
ら
凡
ゆ
る
悪
徳
が
登
生
し

　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
得
る
か
ら
”
）
、
　
“
養
子
の
徳
（
銭
。
冥
凶
窪
8
弓
爆
σ
9
0
降
Ω
）
”
　
“
徳
の
虚
光
（
目
煽
σ
q
o
羅
島
。
鑓
悪
婆
窪
）
”
　
と
呼
ば
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
こ
こ
で
又
後
期
の
、
そ
し
て
連
驕
を
持
つ
『
判
断
力
批
判
』
を
悉
曇
さ
せ
て
考
へ
て
見
よ
う
。
問
題
と
し
て
と
り
あ
げ
る
べ
き
も
の
は
、

　
　
先
き
に
述
べ
た
「
遊
心
」
で
あ
る
（
前
箇
参
照
）
。
美
に
於
け
る
關
心
は
二
種
類
あ
っ
た
。
知
的
關
心
と
経
験
的
遊
心
で
あ
る
。
而
し
て
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
必
要
と
思
は
れ
る
の
は
後
者
の
経
験
的
流
心
で
あ
る
。
“
経
験
的
に
は
美
は
擦
骨
の
中
に
於
い
て
憂
心
を
生
ず
る
。
”
カ
ン
ト
は
こ
れ
に
つ

　
　
い
て
次
の
様
に
説
明
す
る
。
“
も
し
吾
々
が
赴
會
へ
の
本
能
を
入
間
に
自
然
的
な
も
の
と
し
、
又
そ
れ
へ
の
心
慮
性
及
び
執
着
郎
ち
社
交
性

　
　
を
祉
會
を
作
る
べ
く
規
定
せ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
の
人
問
の
要
件
、
邸
ち
人
類
性
に
薦
す
る
特
性
と
し
て
認
め
る
な
ら
ば
、
吾
々
は
又
趣

　
　
味
を
、
そ
れ
に
よ
っ
て
霞
己
の
感
情
を
他
人
に
傳
淫
し
得
る
一
切
の
も
の
、
從
っ
て
又
条
人
の
自
然
的
傾
向
性
が
要
求
す
る
所
の
も
の
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
促
進
手
段
と
見
倣
す
こ
と
を
否
定
出
來
な
い
で
あ
ら
う
。
”
　
勿
論
先
き
に
も
蓮
べ
た
如
く
、
こ
れ
は
感
性
的
享
樂
か
ら
道
徳
的
感
情
へ
の

　
　
移
行
過
程
を
曖
昧
に
し
か
示
さ
な
い
が
故
に
、
重
要
な
も
の
と
は
言
へ
な
い
と
さ
れ
る
。
け
れ
ど
も
正
に
吐
交
性
と
い
ふ
黙
で
、
『
考
察
』

　
　
の
所
思
と
繋
な
が
る
も
の
と
雷
へ
る
。
印
ち
趣
味
は
自
然
的
傾
向
煙
の
要
求
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
を
促
進
す
る
、
印
ち
主
観
的
騒
的
に
奉

㎝
仕
し
て
就
交
性
、
藩
進
ず
る
。
か
く
し
て
人
は
霊
、
意
の
衝
動
か
ら
行
爲
す
る
。
然
』
三
に
於
け
る
荏
は
、
徳
と
親
近
で
あ
2
、
も
所

一　
　
　
　
　
カ
ン
ト
の
感
構
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一



　
　
　
　
　
哲
學
研
究
　
高
下
蒼
五
十
八
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

〇810

@
詮
「
養
子
の
徳
」
で
あ
り
、
「
徳
の
虚
光
」
で
あ
る
に
邊
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
戯
の
徳
の
基
礎
は
輿
へ
な
い
け
れ
ど
も
一
夕
善
性
と
呼
び
得
る
も
の
を
、
『
倫
理
學
講
義
』
　
で
は
實
用
的
善
性
　
（
ぴ
。
巳
＄
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
8
）

　
　
℃
舜
σ
q
玉
無
8
斜
）
と
呼
ん
で
、
道
徳
的
善
性
（
σ
○
⇔
一
幅
餌
も
自
　
瓢
P
O
脱
9
目
。
α
）
と
臨
別
す
る
。
そ
し
て
賢
明
の
法
剛
に
從
ふ
限
り
の
行
事
は
、
こ
の

　
　
燈
用
的
善
性
し
か
持
ち
得
な
い
。
衆
知
の
如
く
カ
ン
ト
倫
理
は
三
つ
の
命
法
を
掲
げ
る
。
印
ち
熟
蓬
の
命
法
と
賢
明
の
命
法
と
道
徳
性
の

　
　
命
法
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
の
も
の
の
み
が
定
言
的
で
あ
り
最
に
欝
欝
的
と
書
は
れ
る
。
賢
愚
の
命
法
は
費
用
的
で
あ
り
實
然
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
　
熟
達
の
命
法
は
技
術
的
で
あ
り
封
書
的
で
あ
る
。
そ
し
て
實
用
的
命
法
即
ち
賢
明
の
命
法
は
、
“
自
己
の
最
大
の
安
寧
へ
の
手
段
の
選
揮

　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
に
於
け
る
熟
蓬
”
に
係
は
る
も
の
と
し
て
、
所
謂
幸
福
（
Ω
露
。
冨
。
賦
α
g
寄
δ
を
常
に
冒
的
に
持
つ
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
教
育
學
講

　
　
甦
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
　
義
』
で
は
こ
れ
に
祭
る
も
の
が
實
用
的
陶
冶
と
呼
ば
れ
、
内
容
的
に
は
開
化
（
9
〈
駅
ω
器
諺
謬
σ
q
）
で
あ
る
と
読
明
せ
ら
れ
る
。
關
化
と
い

　
　
ふ
の
は
、
“
黒
総
は
人
の
世
を
渡
っ
て
行
く
の
に
賢
明
に
な
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
又
人
間
は
愛
さ
れ
且
他
人
に
影
響
を
持
つ
も
の
で

　
　
あ
る
こ
と
が
見
逃
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
、
そ
の
爲
に
は
作
法
や
い
ん
ぎ
ん
さ
や
又
そ
れ
に
從
っ
て
凡
て
の
人
を
自
ら
の
究
極
騒
的
の
爲
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
使
用
し
得
る
賢
明
さ
が
要
求
さ
れ
”
、
こ
の
こ
と
を
陶
冶
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
か
く
の
如
く
し
て
こ
の
問
題
に
醸
す
る
構
造
的
蓮
關
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
再
度
『
考
察
』
へ
眼
を
韓
じ
よ
う
。
賢
明
の
法
灘

　
　
に
從
ふ
隈
り
の
、
即
ち
黒
藻
或
ひ
は
自
愛
の
原
理
に
從
ふ
行
縢
も
、
そ
れ
は
装
用
的
善
性
は
持
つ
。
印
ち
瀧
交
の
墓
礎
と
し
て
、
「
夫
自
身

　
　
偲
々
に
は
そ
の
入
の
掌
骨
で
は
な
い
に
し
て
も
、
す
ぐ
れ
た
も
の
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
か
か
る
善
性
を
論
じ
又
讃
明
し
た
當
の
『
考
察
』

　
　
の
第
二
論
文
は
次
の
欝
葉
で
結
ば
れ
る
。

　
　
　
“
か
く
し
て
こ
れ
ら
の
も
の
に
よ
っ
て
種
々
の
群
が
立
派
な
表
現
を
持
つ
た
一
つ
の
絃
鑑
に
合
一
し
、
大
な
る
多
様
の
内
に
あ
っ
て
統

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
　
　
一
が
輝
き
、
道
徳
性
（
創
岡
◎
　
5
P
◎
門
戸
一
一
⑭
O
び
O
　
リ
均
斜
け
仁
弓
）
の
全
艦
が
美
と
品
位
と
を
自
ら
示
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
”

　
　
從
っ
て
、
眞
正
の
道
徳
性
と
い
ふ
も
の
は
、
か
か
る
岡
惰
と
か
迎
合
性
と
か
名
題
と
か
恥
と
か
或
ひ
は
誇
、
野
心
と
い
つ
た
も
の
へ
の
感

　
　
受
性
に
よ
っ
て
刺
戟
さ
れ
、
支
へ
ら
れ
る
こ
と
な
く
し
て
は
、
恐
ら
く
失
は
れ
て
了
ふ
か
も
知
れ
な
い
様
な
人
間
性
の
脆
さ
と
も
い
ふ
べ
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き
も
の
の
上
に
あ
る
の
で
あ
る
と
い
ふ
事
實
を
、
カ
ン
ト
が
承
認
し
て
み
る
と
書
へ
よ
う
。

　
先
き
の
イ
ギ
リ
ス
の
〉
・
南
・
目
。
巴
。
教
授
は
次
の
様
な
こ
と
を
書
っ
て
み
る
。

　
“
も
し
カ
ン
ト
が
後
年
の
著
作
に
於
い
て
義
務
か
ら
の
行
爲
の
み
が
道
徳
的
償
値
を
持
つ
と
い
ふ
こ
と
を
集
中
的
に
示
す
こ
と
が
出
來

　
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
既
に
か
か
る
行
爲
は
獲
蒼
し
た
道
徳
的
意
識
を
豫
費
す
る
と
い
ふ
こ
と
、
そ
し
て
又
か
か
る
意
識
は
岡
情
、

　
忍
耐
、
名
響
、
叢
恥
、
野
心
の
如
き
有
盆
な
杜
會
的
衝
動
の
確
固
た
る
影
響
に
澄
し
て
の
も
の
で
な
い
な
ら
ば
、
極
め
て
不
安
定
な
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
在
し
か
持
た
ぬ
で
あ
ら
う
と
い
ふ
こ
と
を
カ
ン
ト
が
認
め
た
が
故
な
の
で
あ
る
。
”

註
1
　
こ
れ
ら
の
感
情
よ
り
も
、
よ
り
根
底
に
あ
る
根
本
続
出
と
な
る
も
の
を
「
人
聞
本
性
の
美
と
品
位
に
封
ず
る
感
情
性
」
と
し
て
み
る
こ
と
は

　
　
既
に
見
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
第
一
笛
参
照
）

註
2
　
教
育
學
の
講
義
は
一
七
七
六
一
七
年
か
ら
一
七
八
六
一
七
年
の
聞
に
四
團
行
は
れ
た
、
＜
σ
q
閂
■
閃
察
℃
ρ
三
。
。
①
昌
一
一
栄
簿
p
樽
柳
◎
。
・
》
μ
臨
・
ω
・
①
O
・

（
1
）
　
切
8
ぴ
麟
筈
ε
5
σ
q
o
7
悼
Q
＞
σ
。
。
．
ω
’
8
い
瞥

（
2
）
○
℃
脅
9
己
。
。
．
ま
9

（
3
）
○
ワ
簿
こ
ω
噂
ま
S

（
唾
）
　
○
ワ
6
凶
£
も
α
■
霧
9

（
5
）
○
℃
曾
簿
‘
。
。
』
U
8

（
6
）
　
○
や
9
f
O
。
．
駅
。
。
．

（
7
）
寄
乙
．
9
．
あ
≠
◎
。
二
心
。
。
●

（
8
）
　
倫
理
學
講
義
蕊
頁

（
9
）
＜
α
q
國
．
9
齢
N
噌
竃
F
鉾
。
自
・
ミ
継
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（
1
0
）
　
○
で
●
禽
£
ω
．
難
ト
っ
弗

　
カ
ン
塾
の
感
構
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
七
三
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（
1
1
）
　
α
σ
窪
男
餌
魯
σ
q
o
σ
q
劃
○
。
・
ま
O
w
困
9
溺
劣
芝
。
詩
。
蔑
．
。
。
‘
○
舘
。
。
§
。
騰
一
〉
霧
撃
ぽ
邸
～
目
罫
労
ぎ
ぎ

（
2
王
）
　
O
や
簿
G
ω
．
ま
継
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
声

（
1
3
）
　
b
コ
8
ぴ
簿
魯
ε
諮
σ
q
o
ジ
Q
Q
●
悼
①
。
。
．

（
1
4
）
　
〉
．
¢
縛
＄
一
2
図
餌
纂
貯
目
蜂
ぴ
剛
9
“
℃
・
心
。
。
．

七
四

六
　
絡

苗瓜
口冊

　
そ
も
そ
も
『
判
断
力
批
判
』
に
從
へ
ば
、
感
播
は
そ
の
最
も
純
粋
な
意
味
に
於
い
て
想
像
力
（
贋
義
の
感
性
）
と
悟
性
と
が
相
互
に
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

氣
づ
け
合
っ
て
一
致
す
る
と
こ
ろ
に
成
立
す
る
。
そ
し
て
『
倫
理
學
講
義
』
で
は
こ
の
一
致
の
仕
方
に
二
遽
り
あ
る
と
説
明
せ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

一
つ
は
「
は
ず
み
」
を
持
つ
た
感
盤
に
「
指
導
力
（
ぴ
。
乏
。
σ
q
o
巳
。
隊
舜
δ
」
を
持
つ
た
悟
性
が
一
致
す
る
場
合
。
こ
こ
で
は
悟
性
は
傾
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
・
　
、

性
を
満
足
さ
す
手
段
を
感
性
に
手
渡
す
に
留
ま
る
。
こ
れ
に
は
賢
明
の
訓
練
が
嘗
て
ら
れ
る
。
他
の
一
つ
は
そ
の
逆
の
悟
性
に
感
性
が
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

致
し
調
和
す
る
場
合
。
こ
こ
に
蓮
徳
的
感
情
が
登
生
す
る
と
せ
ら
れ
る
。
前
者
が
實
需
的
善
性
と
關
遽
す
る
こ
と
は
前
節
で
見
た
通
り
で

あ
る
。
從
っ
て
そ
れ
と
後
者
と
の
溺
係
も
前
節
の
考
察
か
ら
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
師
ち
二
者
は
箪
純
に
切
り
離
し
て
は
考
へ
ら
れ

な
い
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。
さ
て
道
徳
的
感
情
の
蔓
生
が
以
上
の
様
に
規
定
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
“
行
爲
を
道
心
徳
的
に
す
る
の
は
悟
性

　
　
（
4
）

で
は
な
い
”
と
書
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
行
爲
の
判
定
に
熟
達
し
た
者
も
賢
行
の
爲
の
動
機
が
飲
け
て
る
る
こ
と
が
あ
り
得
る
か
ら
で

あ
る
。
“
悟
性
の
勃
定
を
誤
っ
た
行
悩
は
勿
論
湛
徳
的
に
は
不
完
金
で
あ
る
が
直
ち
に
悪
で
は
な
い
。
玉
無
の
悪
性
は
椿
性
の
判
定
に
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

は
な
く
意
志
の
動
機
に
存
す
る
”
の
で
あ
る
。
動
機
と
し
て
の
感
情
は
前
述
の
如
く
二
種
類
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
感
性
に
悟
性
が
奉
仕
す

る
場
合
は
蝦
令
善
性
を
持
つ
た
に
し
て
も
實
期
的
な
も
の
に
過
ぎ
ず
、
決
し
て
道
徳
的
善
性
（
ぴ
○
巳
鐙
。
。
ヨ
。
舜
｝
一
。
。
）
を
備
へ
る
こ
と
は
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

來
な
い
の
で
あ
る
か
ら
“
行
爲
は
心
意
の
歪
繭
（
℃
蒔
く
潔
弩
）
に
よ
っ
て
非
道
徳
的
と
な
る
”
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
次
の
如
く
言
ふ
ご



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
と
が
出
來
よ
う
。
人
に
彼
の
悪
行
を
認
め
さ
せ
て
も
、
も
し
彼
の
感
魔
が
鈍
く
て
自
ら
認
め
た
悪
行
に
嫌
悪
を
感
じ
な
け
れ
ば
、
彼
に
そ

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
の
行
儀
を
止
め
る
と
い
ふ
行
動
を
と
ら
せ
る
こ
と
は
出
來
な
い
で
あ
ら
う
。
　
“
道
徳
教
育
に
あ
た
っ
て
は
、
悪
行
に
封
ず
る
直
接
的
嫌
悪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
と
、
善
行
に
封
ず
る
直
接
的
嗜
好
を
注
入
す
る
様
心
掛
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
”
と
蓮
べ
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ら
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
道
徳
的
感
情
、
即
ち
法
則
に
封
ず
る
奪
敬
と
い
ふ
印
旛
は
、
か
く
し
て
主
観
的
に
思
惟
さ
れ
た
道
徳
性
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
行

　
　
爲
の
評
便
に
も
役
立
た
ず
通
客
槻
的
道
徳
法
購
の
基
礎
づ
け
に
も
役
に
立
た
な
い
。
そ
れ
は
道
徳
的
原
理
が
そ
こ
に
於
い
て
自
ら
の
表
現

　
　
を
見
る
と
こ
ろ
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
け
れ
ど
も
道
徳
法
則
を
自
ら
の
格
率
（
意
欲
の
主
観
的
原
理
）
に
す
る
原
動
力
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
吾
々
は
道
徳
的
感
情
を
も
含
め
て
、
主
観
的
感
情
性
が
ど
の
様
な
意
味
合
ひ
を
持
つ
か
を
見
て
來
た
。
そ
し
て
今
や
行
爲
の
刺
定
で
は
な

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
り

　
　
く
行
爲
の
實
現
と
い
ふ
こ
と
に
於
い
て
、
そ
れ
が
一
つ
の
支
桂
と
な
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
カ
ン
ト
が
〃
倫
理
學
は
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
、
、
・
・
…
　
　
（
8
）

　
　
に
善
な
る
行
爲
の
哲
學
で
は
な
く
し
て
、
善
な
る
心
構
の
哲
學
で
あ
る
”
と
い
ふ
と
き
、
そ
の
農
意
は
か
く
の
如
き
で
あ
っ
た
と
思
ふ
の

　
　
で
あ
る
。

　
　
　
勿
論
吾
々
が
『
道
徳
形
而
上
學
原
論
』
や
『
實
践
理
性
批
判
』
か
ら
最
初
に
受
け
と
る
印
象
、
印
ち
如
何
な
る
感
情
や
情
緒
に
も
介
入

　
　
の
鯨
地
を
残
さ
な
か
っ
た
側
面
、
即
ち
“
格
寧
の
原
理
で
あ
る
道
徳
菊
石
の
七
浦
性
を
徹
底
的
に
強
調
し
、
行
爲
や
性
格
に
道
徳
的
中
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
　
物
を
絶
封
に
許
容
し
な
い
”
と
い
ふ
所
謂
巌
爾
主
義
的
規
定
は
、
カ
ン
ト
に
於
い
て
何
と
し
て
も
ゆ
る
が
す
こ
と
の
出
來
な
い
と
こ
ろ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
あ
る
。
そ
れ
は
道
徳
性
の
客
観
心
根
櫨
と
し
て
又
道
徳
性
形
成
の
客
観
的
契
機
と
し
て
、
い
は
ば
も
う
一
方
の
柱
を
な
す
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
“
他
の
飲
み
物
と
混
ぜ
れ
ば
吾
々
は
清
酒
を
味
は
ふ
こ
と
が
出
馬
な
い
”
の
で
あ
る
。
然
し
、
法
則
が
提
示
さ
れ
る
（
勿
論
純
粋
に
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
い
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
下
々
が
そ
れ
を
認
め
る
と
い
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
、
吾
々
は
野
毛
に
落
し
て
純
粋
な
趣
味
を
持
つ
こ
と
が
出

　
　
飾
る
で
あ
ら
う
か
。
否
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
今
迄
の
考
量
に
よ
っ
て
今
や
明
ら
か
で
あ
る
。
吾
々
の
趣
味
能
力
或
ひ
は
感
情
性
は
甥
途

　
　
の
も
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
背
か
う
と
す
ら
し
て
み
る
も
の
で
あ
る
。
法
贈
を
提
示
す
る
と
き
は
可
能
な
限
り
純
粋
で
な
く
て
は
な
ら
な

　
　
い
。
け
れ
ど
も
吾
々
の
感
情
性
が
高
ま
っ
て
み
な
い
な
ら
ば
、
吾
々
は
法
則
を
正
し
い
意
味
で
感
じ
と
る
こ
と
は
出
血
な
い
。
而
し
て
吾

膿一　
　
　
　
　
カ
ン
ト
の
感
電
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
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哲
學
荻
究
　
　
第
㎜
国
｝
臼
｝
血
十
八
號
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
｛
ハ

吾
は
吾
々
の
行
爲
を
道
徳
的
に
實
現
す
る
こ
と
は
出
語
な
い
。
否
、
非
道
徳
的
に
す
ら
行
者
す
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
又
逆
に
假

令
吾
々
の
感
情
性
が
高
ま
っ
て
み
て
も
、
言
ひ
換
へ
れ
ば
善
悪
に
遍
し
て
の
感
受
性
が
鋭
敏
に
な
っ
て
み
て
も
、
そ
こ
に
提
示
せ
ら
れ
る

法
則
が
純
粋
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
吾
々
は
正
し
く
道
徳
的
輔
定
を
下
す
こ
と
は
出
來
ず
、
七
っ
て
又
正
し
く
行
為
す
る
こ
と
も
畠
來
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

で
あ
ら
う
。
こ
こ
に
吾
々
は
明
瞭
に
二
本
の
柱
を
見
る
こ
と
が
趨
薫
る
の
で
あ
る
。
然
し
吾
々
の
行
爲
は
群
落
（
意
欲
の
主
観
的
原
理
）

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の
上
に
立
つ
。
　
“
汝
の
行
爲
の
格
率
が
同
時
に
普
遍
的
法
購
と
な
り
得
る
様
に
行
癒
せ
よ
”
　
（
傍
勤
筆
者
）
。
從
っ
て
法
麟
が
格
率
に
引
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

入
れ
ら
れ
る
と
い
ふ
こ
と
が
先
つ
な
く
て
は
、
行
爲
は
實
現
出
來
な
い
。
部
ち
動
機
と
な
り
、
バ
ネ
と
な
り
、
法
則
を
受
け
容
れ
る
カ
と

な
る
感
情
性
を
高
め
る
と
い
ふ
こ
と
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
モ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
飛
躍
、
そ
れ
は
確
か
に
超
越
的
で
あ
る
。
感
性
命
乞
然
的
入
闘
と
は
不
連
績
で
あ
る
と
言
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
他
方
に

あ
っ
て
吾
々
は
吾
々
の
構
操
（
σ
§
詳
霧
℃
毒
σ
q
ヨ
無
罪
舞
と
呼
ば
れ
た
様
な
感
奮
性
）
を
書
展
さ
せ
、
又
か
か
る
感
情
性
の
眞
の
性
質
、

眞
の
意
義
を
必
見
す
る
様
に
努
め
る
こ
と
は
出
罵
る
。
吾
々
は
そ
の
過
程
に
於
い
て
い
は
ば
「
良
心
の
呵
責
」
と
い
っ
た
も
の
に
於
い
て

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

何
か
を
感
ず
る
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
正
に
こ
の
瞬
間
が
究
極
的
意
味
合
ひ
に
於
け
る
道
徳
性
確
立
の
道
の
出
刃
瓢
に
な
る
と
書
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
吾
々
は
吾
々
の
感
情
を
愈
々
高
め
て
、
以
っ
て
法
則
へ
の
鷺
宮
を
感
ず
る
に
至
る
こ
と
が
出
上
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
の
こ
と
に
於
い
て
初
め
て
道
徳
的
行
爲
が
實
行
と
な
る
こ
と
が
出
寄
る
の
で
あ
る
。
し
て
見
る
と
正
し
い
意
味
で
の
道
徳
的
行
爲

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

は
、
純
然
た
る
主
擬
的
（
詳
論
響
応
性
的
有
限
的
入
間
の
）
行
爲
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
こ
こ
に
は
爾
法
則
と
の
係
は
り
合
ひ
に
濃
し
て
依

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

然
と
し
て
深
刻
な
隔
絶
、
非
連
績
が
内
含
さ
れ
て
る
る
。
“
心
構
の
革
命
”
、
“
一
回
隈
り
の
不
動
の
決
意
に
よ
っ
て
新
ら
し
い
人
聞
へ
と

　
　
（
1
2
）

更
生
す
る
”
と
い
ふ
こ
と
の
意
味
は
こ
の
意
味
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
吾
々
が
考
量
し
て
來
た
様
な
内
構
性
の
高
ま
り
の
過
程

を
挿
入
す
る
こ
と
な
く
し
て
こ
の
革
命
を
考
へ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
軍
な
る
飛
躍
で
あ
り
、
不
充
蟹
な
飛
躍
で
あ
る
と
欝
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
で
あ
ら
う
。
カ
ン
ト
は
言
ふ
。
　
“
吾
々
に
離
し
て
法
蜷
で
あ
る
と
こ
ろ
の
理
念
へ
の
蓮
成
不
可
能
の
感
情
こ
そ
奪
敬
に
外
な
ら
な

（
蔦
）い

”
。
『
判
撃
力
批
判
』
で
示
さ
れ
る
こ
の
書
葉
が
示
す
と
こ
ろ
の
も
の
こ
そ
、
『
宗
教
論
』
の
革
命
の
思
想
の
本
剤
の
意
義
で
あ
り
、
カ



ン
ト
倫
理
の
嚢
意
で
あ
る
と
書
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

　
　
（
1
）
　
隅
『
．
血
．
d
2
伽
匂
。
q
‘
O
Q
’
一
も
。
S

　
　
（
2
）
　
倫
理
學
講
義
、
七
三
頁

　
　
（
3
）
　
圏
書
、
一
八
頁

　
　
（
4
）
（
5
）
（
6
）
　
爾
書
同
頁

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
0
王
）

（
1
1
）

（
1
2
）

（
1
3
）

圏
書
、
　
∵
九
買

繍
門
激
蘭
、
　
三
八
百
バ

カ
」
ワ
篇
●
O
ジ
鐸
露
・
＜
己
ψ
8
竺

倫
理
學
講
義
四
弱
頁

閃
」
．
匹
9
0
吋
・
拝
（
ピ
鑓
．
＜
G
ω
‘
δ
「

○
℃
．
島
8
ψ
．
8
．

同
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Olt　Feeling　iR　Kant

　　　　　　　　　　　　　　　　一・The　Significance　of‘M・ral圭tゾー一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をソKe呈一ichi　Otsuka

　　Kant’s　ethical　theory　in　Critical－Period　ls　formed　not　on　the　negation

of　‘feeling’　which　he　had　before　taken　very　important，　but　rather　on　the

deepening　and　refining　of　it．　Indeed　the　feeling　of　‘respect’　comes　here

to　have　a　central　meaning．　Respect　is，　as　it　were，　the　sub12mated　‘pain’，

‘elatio　animi’，　and　the　spring　for　actual．　conducts．　Moreover　the　affinity

of　the　moral　feeiing　witli　the　aesthetic　one　ls　much　emphasized．

　　Thls　point　suggests　that　1〈ant　in　his　Criticai　Period　did　not　take　morality

as　merely　‘formal’．　‘The　adop£ed　virtue’　or　‘the　shimmer　of　virtue’

（Beobachtungen　il．　cl．　Gefilhl　d．　ScJtb’nen　fi．　Erhabenen），　‘bonitas　pragmatica’　（Vorl．

ii．　Ethih），　‘the　imperative　o£　cleverness’　（K．　cl．　f）．　V．），　and　‘the　pragmatic

cuitivation’　‘the　civllizing’　（iiber　Pddagogile），　these　concepts　are　found　to　be

structually　lnterconnected．　They　are　so　to　say　mediums　to　the　morai　act

from　duty．　And　under　these　considerations　we　think　we　can　see　the

meaning　of　the　feeling　of　respect　in　a　new　light．

　　‘Respect’　is　referred　to　in　the　K．　d．　Ur．　as　“the　feeling　that　our　capacity

is　unsu呈tab｝e　to　atta圭n王dee，　which呈s　the里aw負）r　us，　is　noth圭rlg　else　b滋

respect”．　Also　‘the　revolutlon　of　mind’　argued　upon　in　his　theory　o£

religion　can　be　1Rterpre£ed　on　the　same　line．　‘Respect’　is　the　morality

itself　taken　in　its　subjective　aspect．

La　q羅es重io鷺du　hasard

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　par　Mikio　Kobayashl

　　Il　peut　sembler　que　ia　contingence　soit　myst6rieuse．　Pour　connaitre　ia

cief　du　hqsard，　il　importe　de　fixer　un　point　de　vue；　｝e　tenterai　de

consid6rer　ce　probieme　h　travers　ie　monde　des　signes．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2


